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「
満
文
原
棺
」

「
責
字
棺
」

に
つ
い
て

ー
ー
そ
の
塗
改
の
検
討
|

|

細

谷

良

夫

は

め

に

一
「
糞
字
楢
」
の
概
要

二
天
命
朝
の
殺
害

三
「
責
{
子
捲
」
補
訂
部
分
の
復
元

四

〉

g
p
〉《
U
Z
r
】
一
円
}
百
の
教
書

イ

「
黄
字
檎
」
の
書
篤
と
「
塗
改
」
の
年
代

「
糞
字
槍
」
の
書
潟
年
代

「
寅
字
捲
」
の
「
塗
改
」
と
「
削
除
」

わ

り

に

-20一

じ

五
移

』土

じ

め

清
朝
の
文
献
史
料
は
『
貫
録
』
に
代
表
さ
れ
る
編
纂
史
料
と
共
に
、
同
時
代
記
録
で
あ
る
膨
大
な
槍
案
史
料
が
残
存
し
て
い
る
。
又
、
編
纂

史
料
に
つ
い
て
も
そ
の
編
纂
の
原
史
料
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
槍
案
や
機
筋
が
残
存
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
清
朝
初
期
史
を
め
ぐ

る
史
料
に
つ
い
て
は
、

ヌ
ル
ハ
チ
政
権
の
勃
興
に
伴
い
記
録
さ
れ
た
、
彼
等
満
洲
族
の
手
に
な
る
稽
案
や
碑
文
な
ど
の
満
文
諸
史
料
、
或
い
は

針
後
金
園
政
策
に
伴
う
明
朝
、
李
朝
の
諸
史
料
が
あ
る
。
勿
論
、
後
金
園
で
記
録
さ
れ
た
史
料
は
湘
文
史
料
と
共
に
漢
文
史
料
も
残
存
し
て
い

る
が
、
中
に
は
同
一
事
件
を
記
録
す
る
渦

・
漢
文
史
料
で
尚
文
と
漢
文
の
簿
え
る
内
容
が
相
違
す
る
場
合
も
あ
る
。

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
清
朝
史
料
は
個
別
史
料
の
整
理
や
各
史
料
開
の
系
統
も
不
明
で
あ
り
、
清
朝
初
期
史
を
め
ぐ
る
史
料
は
全
貌
す
ら
明
ら



か
で
は
な
い
扶
況
で
あ
る
。
本
稿
は
清
朝
初
期
史
研
究
の
基
礎
史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
満
文
老
楢
』
(
以
下
で
『
老
槍
』
と
略
構
す
る
)
を
、
『
老

様
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
満
文
原
楢
」
(
「
原
捲
」
と
略
務
)
及
び
「
原
楢
」
が
影
印
さ
れ
た
『
奮
満
洲
槍
』
(
『
奮
稽
』
と
略
稀
〉
と

比
較
す
る
試
み
と
し
て
「
原
楢
」
中
の
「
責
字
櫨
」
を
取
り
上
げ
て
、
清
朝
初
期
史
料
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
黄
字
槍
」
の
概
要

本
稿
は
『
嘗
槍
』
に
影
印
さ
れ
た
「
責
字
楢
」
を
蓋
商
故
宮
所
臓
の
「
原
稽
」
中
の
「
責
字
楢
」
と
照
合
し
な
が
ら
『
老
楢
』
の
記
述
を
検

(1
〉

討
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
始
め
に
「
原
楢
」
、
『
奮
槍
』
、
『
老
橋
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
既
に
言
及
さ
れ
た
事
を
整
理
し
な
が
ら
略
述
す
る
。

「
原
楢
」
と
は
清
初
に
無
圏
貼
満
文
で
記
録
さ
れ
、
清
朝
内
府
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
清
初
の
歴
史
、
目
録
、
書
簡
、
僻
令
等
の
フ
ァ

イ
ル
で

(

2

)

 

あ
り
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
原
史
料
と
し
て
順
治
朝
で
『
太
宗
貫
録
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
が
記
録
さ
れ
て
か
ら
一
一
一一

oi四
O
年

料
と
し
て
、

ほ
ぼ
紀
年
睡
で
記
述
さ
れ
た
『
老
稽
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
更
に
中
華
民
国
に
な
っ
て
「
原
楢
」
と
同
様
の
フ
ァ
イ
ル
三
加
が
護
見
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を
経
た
乾
隆
朝
に
至
っ
て
フ
ァ
イ
ル
の
内
の
三
七
加
が
各
加
に
千
字
文
を
附
し
て
整
理
・
表
装
さ
れ
る
と
共
に
、
整
理
さ
れ
た
「
原
楢
」
を
史

さ
れ
た
が
、
故
宮
で
は
こ
れ
ら
四

O
加
の
「
原
槍
」
に
一
か
ら
四

O
ま
で
の
「
故
宮
編
競
」
を
附
し
て
整
理
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立

に
伴
い
、
蓋
間
に
移
さ
れ
た
「
原
稽
」
は
園
立
故
宮
博
物
院
所
臓
と
な
り
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
故
宮
で
は
四

O
加
の
「
原
楢
」
を

(

3

)

 

『
奮
満
洲
橋
』
と
題
し
て
影
印
出
版
し
た
。

「
原
稽
」
が
『
奮
楢
』
と
し
て
公
開
さ
れ
た
結
果
、
従
来
ま
で
は
「
滴
文
老
槍
研
究
禽
」
に
よ
り
ロ
ー
マ
字
翻
字
、
逐
語
語
、
全
-課
さ
れ
た

(
4〉

『
老
楢
』
に
依
接
し
て
き
た
清
初
史
研
究
は
、
『
蓄
楢
』
に
よ
っ
て
『
老
稽
』
の
記
述
を
再
検
討
す
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
、
『
醤
稽
』

が
「
原
稽
」
の
慢
裁
に
忠
貧
に
従
っ
て
影
印
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
『
嘗
指
』
に
は
影
印
本
の
限
界
が
あ
り
、
直
接
「
原
楢
」
と
照
合
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
は
「
原
槍
」
・
『
嘗
楢
』
と
『
老
槍
』
の
開
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
原
槍
」
中
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の
「
責
字
楢
」
の
徐
討
を
行
う
も
の
な
の
で
、
繍
い
て
「
賞
字
檎
」
の
概
要
を
述
べ
る
。
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(

5

)

(

6

)

 

「
黄
字
楢
」
は
「
故
宮
編
蹴
」
第
三
加
で
あ
り
、
全
文
が
無
圏
貼
満
文
で
書
か
れ
た
、

全
陸
で
四
二
葉
か
ら
な
る
楢
加
で
あ
る
。
「
糞
字
楢
」

は
『
習
指
』
第
四
加
の
一
九
五
三
頁
か
ら
二

O
三
六
頁
に
影
印
さ
れ
、
そ
れ
は
『
老
楢
』
「
太
組
」
第
三
樹
九
九
九
頁
か
ら
一

O
六
五
頁
の

(

7

)

 

「太
租
六
七
」
か
ら
「
太
組
七
十
」
に
割
腹
し
て
い
る
。
「
古
賀
字
檎
」
の
内
容
は
、
「
黄
字
楢
」
第
一
葉
A
面
に

「
2
5
m
-
仏

B
mお
教
書

の
楢

(8
)
 

加
」
と
あ
り
、
第
一
葉
A
面
と
第
二
葉
A
面
の
二
葉
の
右
側
に
は
、
同
じ
文
面
の

曲
目
】
}
内
色
町
ロ
ロ
ロ
ぬ
関
田
ロ
ル

O
Y。
ロ

F
V同
国
自
己
可
曲
』
田
町
ロ
ロ

r
F
U可
3
0
H
Fロ
印

FHロ
』
同
仏
巾
巾
」
巾

}H巾

r
c
}戸
市

ι同
ロ

mm巾
¥
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9
)
 

R
H片
醐
品
ヘ
酒
比
門
汁
藤
準
。

〉十i
吾ト

l'J 
岸

4骨

〉」
4

い
十
阿
国

と
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
文
言
か
ら
「
黄
字
楢
」
は
、
太
租
ヌ
ル
ハ
チ
の
配
下
の
旗
人
に
授
興
し
た
教
書
を
天
命
一

O
年
八
月
二
五
日
に
書
信仰
し

た
楢
加
で
あ
る
と
推
定
し
得
る
。

(ω
)
 

こ
の
「
資
字
檎
」
の
内
容
は
一
様
で
は
な
く
、

全
鐙
は
二
分
さ
れ
る
。
即
ち
、
第
一
部
分
は
、
首
時
、
太
-組
の
支
配
下
に
あ
っ
た
旗
人
個
々

人
に
射
し
て
、
組
兵
官
か
ら
備
御
前
に
及
ぶ
官
職
を
授
興
し
た
教
書
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
部
分
は
そ
の
冒
頭
に

巾
」
巾

7
3
円
山
田
口
m
判
的
巾

¥

冊
円
巾
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ロ
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∞
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向
い
斗

H
ト

円
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寺
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∞
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旦〉
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刷
局
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話
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)
 

と
あ
る
よ
う
に
、
天
命
一

O
年
に
来
蹄
し
た
関
口
当
巳

g
の
人
々
を
集
固
で
安
堵
し
た
放
室
田
で
あ
る
。
即
ち
、
「
黄
{子
楢
」
は
全
般
が
紋
章
一回
の
記

録
で
は
あ
る
が
、
救
書
が
輿
え
ら
れ
た
背
景
と
そ
の
内
容
か
ら
す
る
と
雨
者
の
性
格
は
明
確
に
相
違
す
る
。
本
稿
で
は
個
人
数
書
を
内
容
と
す

る
第
一

部
分
の
み
を
検
討
の
針
象
と
す
る
の
で
、
以
後
は
第
一
部
分
を
指
し
て
「
賞
字
槍
」
と
稿
す
る
。

前
引
の
よ
う
に
、
「
黄
字
檎
」
は
天
命
一

O
年
の
書
篤
と
推
定
さ
れ
る
が
、

書
寓
さ
れ
て
以
後
、

首
初
の
記
載
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
す

(以
下
で

「
塗
抹
」
と
表
示
す
る
)
、
塗
り
つ
ぶ
し
て
書
き
改
め
る
(
「
塗
改
」
と
表
示
)
、
固
い
込
ん
で
削
除
す
る
(
「
削
除
」
と
表
示
)
、

書
き
加
え
る

(
「
加
筆
」

と
表
示
〉
な
ど
の
補
訂
を
加
え
て
い
る
。
『
老
櫨
』
は
「
黄
字
播
」
に
加
え
ら
れ
た
補
訂
の
結
果
を
編
集
し
て
い
る
の
で
、
『
老
楢
』
を
『
醤
指
』

で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
事
は
嘗
然
で
あ
る
。
筆
者
は
『
老
楢
』
を
『
奮
楢
』
と
照
合
し
、
影
印
本
の
限
界
か
ら
照
合
し
き
れ
な
い
「
塗



抹
」
、
「
塗
改
」
を
中
心
に
、
短
時
間
で
あ
る
が
『
奮
槍
』
と
「
原
楢
」
を
照
合
し
た
の
で
、
績
い
て
「
原
楢
」
で
始
め
て
明
ら
か
に
な
る
事
を

中
心
に
、
照
合
の
結
果
を
列
拳
す
る
。

① 

「
原
楢
」
の
サ
イ
ズ
。

し
「
責
字
楢
」
は
縦
四
九
・
五
糎
で
横
三
六
糎
で
あ
る
。
「
寅
字
槍
」
を
始
め
と
す
る
四

O
加
の
「
原
捲
」
は
、
乾
隆
時
代
に
各
葉
を
裏
打
ち

一
筋
に
製
本
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
述
の
サ
イ
ズ
は
製
本
さ
れ
た
「
責
字
槍
」
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
「
責
字
橋
」
の
各
葉
は
、
こ
の
サ
イ

ズ
を
基
準
に
若
干
の
大
小
が
あ
る
。
又
、
「
原
稽
」
四

O
般
の
各
加
の
サ
イ
ズ
は
一
定
で
な
い
。
『
奮
楢
』
は
、
こ
の
よ
う
に
サ
イ
ズ
の
相
違
す

る
「
原
捲
」
の
各
業
が
『
奮
稽
』
の
頁
に
牧
ま
る
よ
う
に
縮
小
・
機
大
し
て
影
印
し
て
い
る
。

② 

「
原
楢
」
の
葉
敷
と
黄
襲
。

『
蓄
稽
』
で
は
「
黄
字
槍
」
の
葉
敷
と
葉
の
順
序
の
推
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
『
蓄
捲
』

の
一
九
五
四
頁
が
同
B
面
で
、
以
下
二

O
三
五
頁
の
第
四
二
葉
A
面
、
二

O
三
六
頁
の
同
B
面
(
空
白
頁
〉
に
及
ぶ
四
二
葉
が
左
績
じ
で
一
般

一
九
五
三
頁
が
「
黄
字
楢
」
第
一
葉
A
面
、
空
白
頁

- 23ー

と
な
っ
て
い
る
。

『
奮
楢
』
に
は
影
印
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
賞
字
楢
」
第
一
葉
A
面
に
寅
筆
「
寅
一
」
が
あ
る
の
を
始
め
と
し
て
、
第
九
葉
A
面
(
『
奮
楢
』
一

九
六
九
頁
)
の
「
責
九
」
に
及
ぶ
各
葉
に
黄
塞
が
貼
附
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
以
後
の
葉
に
も
責
婁
貼
附
け
の
痕
跡
が
あ
る
。
加
え
て
、
第

感
拾
頁
頁
/
均
係
覆
頁
」
と
記
さ
れ
た
責
塞
が
あ
り
、
整
理
嘗
時
か
ら
「
黄
字
槍
」
が
四
二
葉
で
あ
っ
た
事

を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
黄
筆
は
乾
隆
時
代
の
整
理
に
伴
い
貼
附
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
な
お
、
黄
筆
貼
附
け
の
時
代
と
現
在
の
葉
順

一
葉
に
は
「
黄
子

老
満
文
楢

は
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③ 

紙
質
の
相
違
。

『
嘗
楢
』
が
影
印
で
あ
る
以
上
首
然
で
あ
る
が
、
「
黄
字
檎
」
の
紙
質
の
相
違
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
「
黄
字
楢
」
の
紙
質
は

A
紙
H
H
「
厚
手
の

647 

高
麗
紙
」
、

B
紙
H
H
「
紙
を
漉
い
た
時
の
線
が
あ
る
高
麗
紙
」
、

C
紙
H
H
「
薄
手
の
高
麗
紙
」
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
「
黄
字
槽
」
は
次
に
示
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し
た
よ
う
に

A
、
B
、
C
紙
が
混
じ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
糞
字
措
」
の
紙
質

①

3
・
5
包
1
5
8

⑤
宅
・巴
∞吋
J
N
O
H品

C A 
紙紙

②

3
・
5
2
1
5
E

mw℃
℃
-
N
C
H
ω
}
k
N
C
NC
 

A B 
紙紙

③

3
・
5
8
1
5
a

mw匂
H
Y
N
CN
H
)
，、N
O
ω
品

A 
紙

④

3
・
5
呂

f
z
g

③
宅
-
N
o
g
-

N
C

8

A B 
紙紙

B 
紙

④ 

影
印
さ
れ
て
い
な
い
書
き
込
み
。

一
九
五
六
頁
「

E
E
Z
銀
」
に
繍
く
部
分
に
相
栓
曲
す
る
箇
所
に

「田口語

3
2
責
」
が
、
第
二
葉
A
面
(
一
九
五
五
頁
〉
の
裏
側
か
ら
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
第
二
葉
A
面
の
表
側
に
は
「
日
戸
当

a
g」
が
裏
文
字
で
書
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
書
き
込
み
が
何
を
示
す
も

の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
外
、
②
の
黄
謹
も
影
印
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤ 

筆
跡
、
書
践
。

い
だ
せ
る
。
即
ち
、
同

一
救
蓄
や
同
じ
葉
に
混
在
す
る
複
数
の
筆
跡
と
書
位
、
望
貼
、

二
重
貼
、

四
重
貼
な
ど
終
止
貼
の
使
用
を
紙
質
と
共
に

- 24-

『奮
楢
』
で
も
そ
の

一
端
は
窺
わ
れ
る
が
、

「
黄
字
楢
」
は
嘗
初
の
書
寓
と
そ
の
後
の

「
塗
改
」
、
「
加
筆
」
に
数
人
以
上
の
筆
跡
、
書
鐙
が
見

検
討
す
る
事
で
、

「
黄
字
楢
」
の
書
寓
と

「
塗
改
」
の
経
過
、
更
に
は
業
順
の
錯
乱
を
検
討
す
る
事
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑥ 

「
塗
抹
」
、
「
塗
改
」
等
の
補
訂
。

「
黄
字
楢
」
に
加
え
ら
れ
た
補
訂
の
中
で
、
「
削
除
」
と
「
加
筆
」
は
『
奮
楢
』
で
も
剣
讃
出
来
る
部
分
が
あ
る
が
、
「
塗
抹
」
、
「
塗
改
」
さ

れ
た
元
の
文
字
を
讃
み
と
る
事
は
不
可
能
に
近
い
。
「
原
捲
」
で
は
、
そ
の
墨
の
濃
淡
か
ら
抹
消
さ
れ
た
元
の
文
字
が
あ
る
程
度
判
讃
で
き
る
。

以
上
、
「
黄
字
儲
」
を
例
と
し
て
「
原
楢
」
を
照
合
し
て
判
明
す
る
事
を
列
翠
し
た
が
、
「
原
楢
」
の
原
型
の
推
定
の
た
め
に
は
、
上
記
の
全

て
の
項
目
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
そ
れ
を
な
し
得
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
『
老
楢
』
と
「
原
檎
」
を
照
合
す
る
場
合
に
ま

ず
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
「
原
指
」
に
加
え
ら
れ
た
多
く
の
補
訂
部
分
を
針
象
と
す
る
検
討
を
行
う
。

@
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
黄
字
楢
」
の
み
な
ら
ず
「
原
楢
」
に
は
「
塗
改
」
な
ど
の
補
訂
が
多
い
が
、
そ
の
補
訂
さ
れ
た
結
果
を
編
纂
し
た



『
老
楢
』
は
、
補
訂
を
経
た
後
の
天
命
一

O
年
以
後
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
書
潟
嘗
時
の
天
命
一

O
年
の
記
録
を
知
る
た
め
に
は
、

「
塗
改
」
、
「
塗
抹
」
さ
れ
た
元
の
文
言
を
讃
み
と
り
、
同
時
に
、
「
加
筆
」
部
分
を
除
い
て
書
潟
嘗
時
の
朕
態
を
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

旗
人
に
授
興
さ
れ
た
教
書
の
楢
燭
で
あ
る
「
黄
字
楢
」
は
、
教
書
保
持
者
の
官
職
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
官
職
が
天
命

一
O
年
の
地
位
か
、
「
塗
改
」
を
経
た
後
年
の
地
位
か
と
言
う
事
は
、
清
初
史
研
究
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
「
塗
抹
」
、
「
削
除
」
を

例
と
す
れ
ば
、
「
責
字
楢
」
に
始
め
に
書
寓
さ
れ
た
敷
書
の
総
数
は
三
九
九
逼
を
数
え
る
事
が
出
来
る
が
、
「
塗
抹
」
、
「
削
除
」
さ
れ
た
結
果
を

編
纂
し
た
『
老
楢
』
で
は
三
二

O
通
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
七
九
通
の
敷
書
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
敷
量
一
日
の
削
除
と
は
敷
書
の
剥
奪
で

あ
り
、
教
書
保
持
者
の
地
位
の
剥
奪
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
「
責
字
楢
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
数
え
切
れ
な
い
敷
書
の
「
塗
改
」
は
、

(ロ)

教
書
保
持
者
の
地
位
の
慶
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
天
命
一

O
年
嘗
時
の
「
曲
目
σ自
大
臣
」
の
構
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
の
饗
遷
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
に
は
、
「
塗
改
」
さ
れ
る
以
前
の
文
言
を
讃
み
と
る
事
が
必
要
と
な
る
。

天
命
朝
の
敷
書
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既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
黄
字
槍
」
は
各
旗
人
に
授
奥
し
た
教
書
を
ま
と
め
て
記
録
し
て
い
る
。
『
老
楢
』
に
は
「
黄
字
楢
」
第
一
葉

A
商

(
日
)

の
「
敷
書
の
楢
燭
」
は
な
く
、
「
黄
字
檎
」
第
三
葉
に
あ
る
以
下
の
文
言
か
ら
記
載
し
て
い
る
。

「
天
命
を
奉
じ
て
時
運
を
受
け
た
皇
一
帝
一
が
言
う
に
は
」
か
ら
「
怠
る
な
」
に
至
る
ま
で
の
訓
言
は
、
総
兵
官
以
下
、
備
禦
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
の
教
書
の
頭
に
皆
書
い
て
あ
り
、
「
怠
る
な
」
に
つ
い
で
各
等
級
の
諸
大
臣
の
名
を
事
げ
て
、
功
、
死
罪
、
贈
を
書
い
て
あ
る
。

一
圏
の
下
の
書
は

一
教
書
で
あ
る
。

(
日
比
)

以
上
に
捕
明
い
て
教
書
の
冒
頭
に
あ
る
問
自
混
同
氏
敷
書
に
は
、

Z
曲
目
円
吉
宮
路
の
大
人
で
あ
っ
た
が
、
本
地
を
棄
て
て
慕
っ
て
き
た
功
に
よ
り
、
ま
た
政
道
を
勤
め
治
め
、
兵
を
管

問
自
認
可
即
は
、

649 

轄
し
得
る
と
し
て
三
等
糟
兵
官
と
し
た
。
三
度
死
罪
を
菟
ず
る
。
子
子
孫
孫
代
代
愛
し
む
道
を
断
つ
な
。
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と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
問
自
田
口
江
は
来
蹄
の
功
績
と
そ
れ
以
後
の
統
治
、
戦
功
か
ら
三
等
穂
丘
(
官
に
任
命
さ
れ
、
死
罪
に
首
た
る
罪
を

犯
し
て
も
三
度
は
こ
れ
を
免
除
す
る
特
権
を
記
し
た
紋
書
を
得
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
個
々
の
救
蓄
は
、
太
組
の
訓
言
に
描
い
て
、
個
人
の
功
績
と
功
績
に
基
づ
き
興
え
ら
れ
た
官
職
、
死
罪
の
克
除
、
聴
罪
の
権
利
を
記

し
た
が
、
「
黄
字
儲
」
は
授
興
し
た
放
書
を
太
組
側
が
ま
と
め
て
記
録
し
た
梢
加
で
あ
る
。
「
黄
字
檎
」
で
は
個
人
数
蓄
を
銀
賞
旗
、
正
黄
旗
、

正
紅
旗
、
銀
紅
旗
、
銀
藍
旗
、
正
藍
旗
、
正
白
旗
、
銀
白
旗
の
旗
色
順
に
ま
と
め
、
各
旗
は
概
ね
総
兵
官
、
副
将
、
参
勝
、
遊
撃
、
備
禦
の
八

(

江
川
)

旗
の
職
階
順
に
記
載
し
て
い
る
。
「
原
指
」
全
健
を
通
じ
て
、
時
々
の
戦
勝
に
伴
う
昇
格
等
で
は
な
く
、
功
績
に
伴
う
思
賞
の
授
奥
を
ま
と
め

(
日
山
)

て
記
録
し
て
い
る
の
は
、
「
責
字
儲
」
の
外
に
「
寒
字
楢
」
と
「
調
字
楢
」
の
後
宇
部
が
あ
る
。
雨
者
共
に
功
績
に
よ
る
恩
賞
の
授
興
を
内
容

と
す
る
貼
で
「
黄
字
檎
」

と
類
似
す
る
が
、「
寒
字
檎
」
は
烏
社
の
戦
功
に
よ
る
様
の
賞
興
、
賦
役
の
免
除
、

罰
金
の
兎
除
を
記
す
の
み
で
官

職
授
興
に
は
言
及
せ
ず
、
「
調
字
楢
」
は
来
聞
し
た
漢
人
に
劃
す
る
官
職
授
輿
と
明
園
征
討
の
功
績
に
よ
る
官
職
の
昇
級
を
記
す
、
瞭
罪
に
は

言
及
し
な
い
救
書
で
あ
り
、
「
黄
字
楢
」
と
相
違
す
る
。

- 26-

本
来
、
救
醤
と
は
個
人
の
功
績
と
そ
れ
に
伴
う
授
官
や
特
権
の
獲
得
の
誼
明
書
で
あ
る
。
天
命
八
年
三
月
二
四
日
に
救
書
授
興
の
具
鐙
例
が

(
げ
)

次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
:
:
:
さ
よ
う
に
我
ら
が
苦
戦
し
て
い
る
場
合
に
、
切

5
8
濁
り
が
身
に
引
き
受
け
て
指
揮
し
た
と
て
、
大
功
と
し
て
、
切

E
B
に一

等
穂
兵
官
の
職
を
興
え
て
旗
の
主
と
し
た
。
子
子
孫
孫
死
罪
を
得
た
と
て
決
し
て
殺
さ
ず
、
財
貨
を
取
り
上
げ
る
罪
を
得
た
と
て
財
貨
を

取
ら
ず
、
二
四
一

O
雨
の
罪
を
菟
ず
る
こ
と
と
す
る
。
:
:
:
」
黄
色
の
教
書
に
書
い
て
印
を
捺
し
て
切

5
8
に
興
え
で
あ
る
。

回
己
回
目
は
遼
東
城
攻
撃
に
際
し
諸
大
臣
が
前
進
出
来
な
か
っ
た
中
で
た
だ
一
人
戦
っ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

一
等
組
兵
官
と
正
英
旗
旗
主

の
地
位
、
子
孫
に
及
ぶ
死
罪
の
永
久
菟
除
、

二
四
一

O
雨
ま
で
は
罰
金
を
克
除
す
る
と
言
う
賄
罪
の
機
利
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

更
に
、
以
上

の
官
職
と
権
利
を
獲
得
し
た
誼
明
と
し
て
「
黄
色
の
放
書
に
書
い
て
印
を
接
し
て
」
切

5
2
に
興
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に
功
績
に
よ
る
救
書
が
授
輿
さ
れ
る
一
方
で
、

罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
そ
の
罰
に
薩
じ
て
教
書
に
記
入
さ
れ
た
履
罪
の
権
利
の
差



(
同
日
〉

し
引
き
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
卸
ち
、
天
命
八
年
四
月
二
一
日
の
項
に
は

n
o
v
oロ
o
は
南
の
路
に
住
ん
で
い
る
漢
人
か
ら
穀
物
を
徴
し
に
行
っ
た
が
、

一
緒
に
行
っ
た
者
を
皐
濁
で
遣
わ
し
た
の
で
、
漢
人
に
殺

さ
れ
た
。
汝
は
何
故
車
濁
で
遣
わ
し
た
の
か
と
人
を
償
い
に
取
り
、
二

O
南
の
罪
と
し
て
救
書
の
功
を

ω
g
H
E
が
来
て
削
っ
た
。

こ
こ
で
は
統
率
不
行
届
き
の
罪
を
問
わ
れ
た
の
o
v
g
o
は
罰
金
二

O
南
の
罪
と
な
っ
た
が
、
罰
金
は
寅
際
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く

「
救
書
の
功
を

ω曲
目
宮
が
来
て
削
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、

か
ら
罰
金
二

O
雨
分
が
差
し
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
功
績
に
よ
り
獲
得
し
た
官
職
、
死
罪
菟
除
、
贈
罪
な

以
前
に
の
。
r
B
O
が
獲
得
し
た
救
警
に
記
さ
れ
て
い
る
聴
罪
の
権
利
の
金
額

ど
の
権
利
は
教
書
に
記
さ
れ
て
興
え
ら
れ
、
教
室
田
所
持
者
の
罪
に
伴
う
罰
は
教
書
記
載
の
地
位
と
権
利
か
ら
差
し
引
か
れ
、
功
績
を
重
ね
た
場

合
に
は
官
職
の
昇
組
、
贈
罪
権
利
の
加
算
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

個
人
の
功
績
に
よ
る
救
書
の
授
興
と
そ
の
後
の
功
罪
に
よ
る
官
職
と
積
罪
の
加
減
は
、
個
人
ご
と
の
救
書
を
劉
象
に
記
録
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
が
「
英
字
楢
」
の
よ
う
な
八
旗
全
鐙
に
わ
た
る
槍
加
に
記
録
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
時
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
に

(
印
〉

至
る
経
過
は
天
命
八
年
五
月
五
日
に
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U
E
S
2
遊
撃
、

ω
O
H
Y
S

遊
撃
、

z
g仏
2
備
禦
を
革
職
す
る
時
、
そ
の
記
録
を
司
自
の
も
と
に
持
っ
て
行
く
と
、
回
目
は
、
「
有

職
の
者
に
賞
す
る
記
録
は
八
王
の
も
と
に
皆
あ
る
か
」
と
問
う
の
で
、
「
賞
す
る
記
録
は
諸
王
の
も
と
に
な
い
。

一
部
の
み
で
あ
る
」
と

告
げ
る
と
、
「
一
部
の
記
録
を
八
部
に
書
き
潟
せ
。
職
を
抹
殺
す
る
時
は
、

八
部
を
同
時
に
抹
殺
せ
よ
。
職
を
記
入
す
る
時
は
、

八
部
を

同
時
に
記
入
せ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
汝
等
書
記
に
都
合
が
よ
い
ぞ
」
と
、

八
部
の
記
録
を
室
田
き
寓
さ
せ
た
。

と
あ
り
、
天
命
八
年
五
月
に
至
っ
て
官
職
の
授
職
と
革
職
を
記
録
す
る
楢
加
は
、
従
来
の
各
旗
ご
と
の
記
録
(
楢
珊
〉
か
ら
、
各
旗
に
八
旗
全

瞳
の
記
録
を
備
え
る
事
と
し
た
事
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

こ
の

「
有
職
の
者
に
賞
す
る
記
録
(
槍
皿
山

)ZHmgmm巾
巳
ヨ
-
B同
母
即
g
m
E
E
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内
凶
田
口
唱
と
が
「
黄
字
楢
」
の
「
教
室
田
の
楢
加
」
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
官
職
の
授
輿
に
伴
う
各
旗
の
楢
加
が
八
旗
全
鐙
の
楢
加

の
作
製
に
至
っ
た
事
を
契
機
と
し
て
、
個
人
数
書
を
ま
と
め
た
「
責
字
檎
」
が
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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個
人
数
書
が
八
旗
檎
加
と
し
て
記
録
さ
れ
始
め
た
天
命
八
年
頃
は
、
天
命
元
年
の
後
金
建
園
に
措
く
蘇
子
河
沿
い
の
界
凡
城
、
薩
爾
漁
城
へ

の
進
出
、
同
四
年
の
薩
爾
滞
戦
で
の
明
軍
撃
破
、
海
河
治
い
の
撫
順
、
遼
陽
の
奪
取
に
伴
う
同
六
年
の
東
京
城
、
同
一

O
年
の
盛
京
城
へ
の
遷

都
と
遼
東
遊
暗
の
内
部
へ
の
進
出
が
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
相
縫
ぐ
戦
闘
に
日
を
費
や
し
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
旗
人
は
戦
闘
に
よ
る
功

罪
を
受
け
る
日
常
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
戦
闘
に
よ
る
功
罪
を
誼
明
す
る
も
の
が
教
書
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
救
書
は
現
質
的
に
機
能
し
て

い
た
の
で
、
各
自
の
功
罪
に
伴
う
放
書
記
載
の
官
職
や
贈
罪
の
加
減
を
記
す
救
書
と
そ
れ
を
ま
と
め
た
八
旗
槍
加
は
頻
繁
に
書
換
え
ら
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
松
村
潤
氏
は
「
原
楢
」
の
原
史
料
と
し
て
の
木
牌
記
録
、
神
田
信
夫
氏
は
教
書
に
相
嘗
す
る
木
牌
記
録
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い

(
却
)

る
。
又
、
松
村
氏
は
「
原
梢
」
が
明
の
公
文
書
に
書
寓
さ
れ
て
い
る
事
を
検
討
し
て
後
金
園
の
著
し
い
紙
不
足
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
記
録
用

紙
が
不
足
し
て
い
た
嘗
時
、
頻
繁
な
救
書
や
楢
加
の
書
換
え
ご
と
に
新
た
な
敷
書
と
檎
般
の
作
製
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
即
ち
、

最
初
の
敷
書
や
八
旗
槌
般
に
、
書
き
足
し
、
削
除
し
て
補
訂
し
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
、
こ
の
八
旗
楢
加
に
加
え
ら
れ
た
補
訂
の
貫
態
を
示
す

も
の
が
「
責
字
捲
」
に
あ
る
「
塗
抹
」
、
「
塗
改
」
、
「
削
除
」
、
「
加
筆
」
で
あ
ろ
う
。

- 28ー

「
黄
字
捲
」
補
訂
部
分
の
復
元

『
奮
捲
』
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
責
字
槍
」
に
は
多
く
の
補
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
寅
字
槍
」
に
書
官
局
さ
れ
た
嘗
初
の
救
書
を
知
る
た
め

に
は
、
「
策
字
指
」
の
補
訂
部
分
を
明
ら
か
に
し
て
元
の
文
言
を
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
原
楢
」
を
照
合
し
て
も
、
「
塗
抹
」
さ
れ
た
字
句

(
幻
)

を
剣
讃
す
る
事
、
無
圏
貼
尚
文
の
固
有
名
詞
を
剣
讃
す
る
事
は
困
難
で
あ
り
、
以
下
の
復
元
も
正
確
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
「
塗
抹
」
、

「
削
除
」
、
「
加
筆
」
さ
れ
た
「
黄
字
楢
」
か
ら
、
嘗
初
の
教
室
百
の
復
元
を
試
み
た
一
例
と
し
て
、
『
奮
楢
』
一
九
六
五
頁
の
ロ
ー
マ
字

(
刊
仏
〉

輔
宮
内と
『
老
捲
』
翻
詩
を
基
に
し
た
詳
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
は
可
能
な
限
り
「
塗
抹
」
、
「
塗
改
」
、
「
削
除
」
、
「
加
筆
」
の
紋
況
を
そ
の
ま
ま

「
塗
改
」
、

示
す
た
め
に
、
原
文
通
り
に
配
列
し
、
改
行
は
/
で
、
各
紋
書
の
頭
の
圏
貼
は

O
印
で
示
し
、
行
頭
に
『
奮
楢
』
同
頁
の
行
を
左
か
ら
数
え
た
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以
上
に
若
干
の
解
説
を
加
え
る
。
先
ず
、
「
削
除
」
さ
れ
た
二
行
目
は
文
一
意
の
上
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
一
行
自
に
接
繍
し
な
い
。
即
ち
、

「吉岡口巾

E
E」
以
下
の
文
言
は
「
黄
字
楢
」
の
前
葉
、
即
ち
、
『
奮
槍
』

一
九
六
四
頁
の
最
終
行
に
書

か
れ
「
削
除
」
さ
れ
た
回
o
F
2
教
書

の
後
半
部
で
あ
る
。
切
ozo-
教
書
は

。
ゲ
OFUF
ゲ
叩
曲
四
回
σ
Z
E
E
-
g
v
m
g
c
g
g
E
二

OHFE
吉岡

m
E
σ
巾

叫

mM引

南
淡

。そ

爵
八
戸
、

71 

。
回

O
F

。-F
H

と
あ
り
、
こ
れ
が
一
九
六
五
頁
第
二
行
に
接
繍
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
葉
の
∞

o-s-
教
書
に
績
く
文
言
ハ
第
二
行
〉
の

前
に

C
Z
E
a
敷
書
が
第
一
行
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
事
は
、
室
田
寓
嘗
時
は
現
在
の
第
二
行
が
第
一
行
で
あ
り
、
現
在
の
第
二
行
が
「
削
除
」

さ
れ
た
時
、
或
い
は
「
削
除
」
の
後
に
第
一
行
の

C
S
E包
教
書
が
「
加
筆
」
さ
れ
た
事
を
推
定
さ
せ
る

o
C
m
g
S
F
救
書
が
「
加
筆
」
で

あ
る
事
は
、
比
較
し
易
い
「
ゲ
巾
」
字
の
書
睦
を
己

g
z
a
敷
書
と
一
一
一
行
目
豆
島

Z
教
書
で
比
較
す
る
と
、
雨
者
の
書
鐙
の
相
違
は
明
瞭
で

に
わ
た
り
記
さ
れ
た
富
島
宮
教
書
中
に
も
見
い
出
さ
れ
、
冨
同

W
Z
教
書
第
四
行
の
慣
用
句
「
子
子
孫
孫
代
代
愛
し
む
道
を
断
つ
な
」
は
「
加

- 31ー

あ
り
、
室
田
佳
か
ら
も
第
一
行
の

C
回目

E
教
書
全
文
が
後
の
「
加
筆
」
と
判
断
さ
れ
る
。
「

Z
」
の
童日
程
の
相
違
は
第
三
行
と
第
四
行
の
二
行

筆
」
と
推
定
さ
れ
る
。

(お
〉

第
五
行
の
切
同

E
教
書
は
、
元
来
別
人
の
教
書
で
あ
っ
た
が
、
教
書
の
内
容
が
同
じ
で
あ
っ
た
事
か
ら
前
人
の
名
前
だ
け
を
回
同
Y
F

に
「
塗

改
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
黄
字
槍
」
全
鐙
で
、
前
人
の
教
書
を
利
用
し
て
人
名
の
み
を
「
塗
改
」
し
新
た
な
救
書
と
し
た
例
は
六
例
数
え
ら

れ
る
。
回
同
主
教
書
で
は
、
始
め
備
禦
職
と
共
に
得
た
「
死
罪
を
一
度
寛
菟
す
る
」
権
利
が
「
塗
抹
」
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
救
書
獲
得
の
後

に
死
罪
相
嘗
の
罪
を
得
て
権
利
が
差
し
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
事
は
第
二
一
行
問

z
g
g
教
書
、
第
一
一
一
一
行
』
自
口
問
。
件
。
ロ
教
書

に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
な
お
、
∞
曲
}
H
F

教
書
の
「
己

g
三
」
の
「
塗
抹
」
は
書
き
誤
り
の
訂
正
で
あ
ろ
う
。

第
九
行
の
同
o
w
o
教
書
に
は
、
死
罪
寛
菟
の
権
利
が
一
度
「
塗
改
」
さ
れ
、

そ
の
後
に
教
書
の
「
削
除
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

655 

同
o
w
o
の
場
合
は
始
め
に
二
度
死
罪
を
寛
菟
さ
れ
る
権
利
を
得
た
が
、
後
に
罪
を
得
て
一
度
の
死
罪
寛
菟
の
権
利
に
「
塗
改
」
さ
れ
、
そ
の
後
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に
教
書
そ
の
も
の
が
「
削
除
」
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
移
的
に
は
彼
の
備
禦
職
と
一
度
の
死
罪
寛
菟
の
権
利
は
剥
奪
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

問。
w
o
教
書
と
同
様
の
補
訂
は
、
第
六
行
の
ペ

g
cロ
教
室
田
に
も
加
え
ら
れ
て
い
て
、
J

へg
z口
数
書
も
死
罪
寛
克
を
「
塗
抹
」

し
た
後
に
「
制

除
」
さ
れ
る
と
い
う
、
二
度
に
わ
た
る
補
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
穴
o
w
o
教
室
田
の
「
σ
2
5
m
慕
っ
て
」
の
挿
入
は
、
嘗
一初
の
書
き
落
と

し
を
指
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又、

JP印己
P
同
o
w
o
救
書
の

「制
除
」
が
全
文
に
及
ん
で
い
な
い
、
或
い
は
前
救
書
の
一
部
に
及
ん
で
い

る
の
は
、
「
削
除
」
指
示
が
中
途
半
端
に
記
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
特
別
な
意
味
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一一

行
の
』
。
。
骨

は

『老
楢
』
で

』
g骨
と

書
か
れ
て
い
る
。
『
老
楢
』
に
は

F
o
r
の
人
名
は
見
あ
た
ら
ず
、
こ
こ
以
外
に
出
て

(
M〉

く
る
『
老
櫨
』
の
】
向
。
仏
刊
は
「
原
楢
」
で
全
て
』
0
0
門
田
市
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
老
楢
』
の
書
き
換
え
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

引
用
し
た
第
七
業
A
面
に
は
例
が
な
い
が
、「
黄
字
楢
」
全
鐙
で
は
官
職
の

「
塗
改
」、

即
ち
、
救
書
所
有
者
の
昇
格
と
降
格
の
例
が
数
多
く

見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
具
鐙
例
は
次
節
で
明
ら
か
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

JF印ロ
P

同
o
r
o
の
よ
う
に
「
塗
抹
」
、
「
削
除
」
さ
れ
た
教
書

- 32ー

は
「
黄
字
楢
」

教
書
の
総
数
の
二
割
に
達
し
、
そ
の
中
で
も
嘗
時
の
最
高
位
の
官
職
で
あ
る
総
兵
官
の
教
書
は

二

一
通
の
う
ち
六
通
が
「
削

除
」
さ
れ
て
い
て
、
天
命
一

O
年
以
後
に
旗
人
の
二
割
が
官
職
剥
奪
を
受
け
、
総
兵
官
の
半
数
が
失
脚
す
る
に
至
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
事

を
指
摘
し
て
お
く。

以
上
の
よ
う
に
、
「
責
字
楢
」
に
は
「
塗
抹
」
な
ど
の
補
訂
が
複
数
回
に
わ
た
り
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
補
訂
が
何
時
加
え
ら
れ
た
の

か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
叉
、
既
に
示
し
た
第
一
葉
の
「
天
命
乙
丑
年
八
月
二
五
日
に
教
室
田
を
輿
え
た
捲
崩
」
と
あ
る

「
責
字
楢
」
の
書
寓
年

代
に
も
問
題
が
あ
る
。
卸
ち
、
「
黄
字
槍
」
の
書
潟
と
補
訂
の
年
代
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
「
塗
抹
」
、
「
塗
改
」
の
元
の
文
言
を
明
ら
か
に
す

る
と
共
に
、
補
訂
の
経
過
を
教
書
所
持
者
の
経
歴
と
酎
比
す
る
事
で、

書
潟
と
補
訂
の
年
代
を
推
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

四

〉

S
F
〉
円
山
同

E
F
-
-
F巳
の
敷
書

前
節
で
「
責
字
楢
」
の
補
訂
の
具
鐙
例
を
示
し
、
こ
れ
が
教
書
所
持
者
の
地
位
の
繁
遷
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
教
書
の
補
訂
と
教
書
所
持
者



?、u
)
 
<
0
 

Q
露
日
幽
会

j僅
~4[l-rl'Q

1時
千
J'

相
主
」
樫

l同年t-;J;:
Q
 ~
出
t
W
'
:
R
Ï
a
'
濯
や
時
点
火

J.....)-il
O
14-糧千
J
t! 
i
恨
{
小
製
J
-H-
Q
 A
s
a
n
，
 Ad
a
h
a
i
，
 Jirhai 
Ql11 

-
<
Q
桜
綱
初
醤
心
斗
:
.
t
'
時
J
Q
1
時
会
J
~
招
←
点
。
情
.
:
.
r
-

111-<Q
桜
輸
会
J
~
件
以

lお
←
。
リ
，

J
t-' 
t
!
睡
刺
入
J~号
~
Q
届
~
A
.
1
キ

1・Ï"'主」有益lと
み

J""­

tJ
l民.....)

-il~:tt t!
j~
糧
Q
n.t>8f.A.Il&:挺tJ時的。

cm 
A
s
a
n
岡
山
教
書

o
 A
s
a
n
 
b
e
 
d
o
r
o
 
b
e
 
k
i
c
e
m
e
 
d
a
s
a
m
b
i
:
 c
o
o
h
a
 
b
e
 I
 ka
d
a
l
a
m
e
 
e
t
e
m
b
i
 
s
e
m
e
 
ilaci 
(uju) 
jergi 
/
 fujan 
(sanjan) 

o
 A
s
a
n
は
政
道
を
勤
め
治
め
、
兵
を
/
管
轄
し
得
る
と
し
て
三
(ー〕
等
/
副
賂
(
参
勝
〉

o
b
u
h
a
 :
 na
d
a
n
 
(
e
m
u
)
 jergi 
b
u
c
e
r
e
 uile 
{be} 
w
a
l
i
?
 g
u
w
e
b
u
m
b
i
 :
 I
 

と
し
た
。
七
(ー〉
度
死
罪
{
を
}

菟
ず
る
。

一
c
~
)

A
d
a
h
a
i
阿
達
亥
救
書

o
 a
d
a
h
a
i
 
b
e
 
a
f
a
b
u
h
a
 
uilen 
b
e
 m
u
t
e
m
b
i
 :
 joriha jurgan 

b
e
 jurceraku 

s
e
m
e
 I
 lljU 
jergi 
iogi 
(
u
j
u
 jergi 
(ilaci 

o
 A
d
a
h
a
i
は

任
務

を
能
く
し
，

指
示
に
背
か
な
い
と
し
て
/
一
等
遊
撃
(
一
等
(
三

jergi) 
fujan) 
o
b
u
h
a
 :
 I
 du
i
n
 
(
j
u
w
e
)
 
jergi 
b
u
c
e
r
e
 uile 
b
e
 g
u
w
e
b
u
m
b
i
 /
 

等
)
副
将
〉
と
し
た
。
/
四
(二〕
度

c
~
)
 

Jirhai
機
見
蓋
i投
書

死
罪
を
菟
ず
る
/
 

o
 jirhai 
b
e
 
a
f
a
b
u
h
a
 
uilen 
b
e
 m
u
t
e
m
b
i
 :
 joriha 
jurg
姐
b
e
jurceraku s

e
m
e
 /
 jai 
jergi 
iogi 
(
b
e
i
g
u
w
a
n
)
 
o
b
u
h
a
 :
 

o
 Jirhai
は

任
務
を
能
く
し
、

指
示
に
背
か
な
い
と
し
て
、
/
二
等
遊
撃
(
備
禦
)
と
し
た
。

d
u
i
n
 jergi 
b
u
c
e
r
e
 uile 
b
e
 g
u
w
e
b
u
m
b
i
 :
 I
 

四
度
死
罪

を
兎
じ
る
。

σ
コ
σ
コ



658 

「
黄
字
檎
」
の
「
塗
改
」
、
「
削
除
」
か
ら
、
〉
E
H回
数
書
は
一
回
書
換
え
ら
れ
、
首
初
は
三
等
副
将
で
あ
り
、
後
に
一
等
参
将
へ
降
格
し
、

同
時
に
七
度
の
死
罪
寛
克
が
一
度
に
削
ら
れ
た
。

〉
E
7
3
救
警
は
二
図
書
き
換
え
ら
れ
、
更
に
そ
れ
が
「
削
除
」
さ
れ
た
事
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
〉

E
E
F
は
一
等
遊
撃
か
ら

一
等
副

絡
に
昇
格
し
、
そ
の
後
に
三
等
副
将
に
降
格
し
、
そ
の
過
程
で
四
度
の
死
罪
寛
菟
が
二
度
に
削
ら
れ
た
。
更
に
そ
の
後
、
教
書
の
剥
奪
、
即

(お
)

ち
、
三
等
副
将
か
ら
追
放
さ
れ
、
死
罪
寛
克
も
失
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

出

Hr3
は
二
等
遊
撃
で
あ
っ
た
が
、
後
に
備
禦
に
降
格
し
、
四
度
の
死
罪
寛
菟
が
削
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
彼
ら
の
官
職
の
昇
降
に
伴
う
と
推
定
さ
れ
る
教
室
田
書
換
え
過
程
と
彼
等
の
経
歴
は
ど
の
様
に
封
躍
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
m
U
)

〉
凹
自
・
〉
仏
国

r
y
H
F
H
Z
F
は
兄
弟
で
あ
り
、
〉
回
目
に

は
列
停
も
立
て
ら
れ
て
い
て
、
『
老
檎
』
や
『
貫
録
』
に
も
記
録
が
あ
り
、
彼
等
の
経

歴
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
得
る
。
即
ち
、
三
人
の
中
で
〉
仏
印

}gF
が
天
聴
二
年
六
月
一
日
に
死
罪
に
慮
せ
ら
れ
た
事
件
に
絡
ん
で
、
彼
等

(

m
山
〉

の
経
歴
が
見
え
る
。

六
月
一
目
、
〉
E
ロ
の
弟
〉
門
r
E
F
を
殺
し
た
。
最
初
、
冨
己
C

の
地
の
〉

-gmFC巳
ロ
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、
長
子
が
〉
目
白
口
、

- 34ー

次
子
が
〉
E
Y
2、
第
三
子
が
】

FHEF、
第
四
子
が

C
R巳
で
あ
っ
た
。

O
B認
可

g
出
山
口
は
諸
子
に
専
属
の
隷
民
を
興
え
る
時
、

彼
等
を

〉

B
Z
回

2
F
に
興
え
て

い
た
。
彼
等
は
、
自
分
等
は
人
物
は
優
秀
で
才
能
が
あ
る
の
に
官
位
が
な
い
と
、

rsu『
自
の
地
か

ら
明
へ
逃
げ
出
て
行
っ
た
。

同
僚
に
は
、
繍
い
て

〉
E
r巳
を
中
心
と
す
る
三
人
の
経
歴
を
記
す
が
、
こ
れ
に
先
立

つ
天
聴
二
年
三
月
二
九
日
に
は
、
革
職
と
財
産

(
幻
)

の
半
夜
牧
の
罪
と
な
っ
た
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
中
心
に
、
『
老
楢
』
、
『
貫
録
』
、
『
八
旗
通
志
初
集
』
、
『
清
史
稿
』
に
よ
っ
て

〉
凹
自
兄
弟
の
経
歴
を
年
表
に
整
理
し
て
次
に
掲
げ
る
。

「〉印

E-
〉
骨

}5・』
F
5
3
の
略
歴
年
表
」

天
命
建
元
以
前
?

リ
〉
明
白
ロ
兄
弟
は
蘇
克
素
護
河
部
の
名
族
と
し
て
木
奇
か
ら
来
蹄
す
る
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? 
天
命? 

天
命同(?〉

天
命
天
命
天
命
天
命
年
間

天
命
一

O
年

ー
一
一
年

天
命
一
一
年

天
命
一
一
年
一
一
月

天
命
一
一
年
一
一
一
月

天
聴l
天
聴
天
聴

四
年
頃
?

六
年

六
年
一
二
月

八
年
八
年

フ巳
年
二
年年

H
〉

mg
兄
弟
は
大
貝
勤
代
善
の
配
下
と
な
る

リ
〉

mg
兄
弟
は
界
凡
城
か
ら
明
へ
逃
亡
す
る

H
〉
明
白
ロ
兄
弟
は
明
か
ら
来
蹄
し
て
太
極
の
配
下
と
な
る

H
〉
回
目
ロ
は
遼
陽
攻
撃
の
功
績
で
二
等
参
終
と
な
る
〈
稿
)

H
〉
曲
目
は
遼
東
攻
撃
の
功
績
で
遊
撃
の
世
職
を
得
る
(-初〉

H
〉
曲
目
に
三
等
副
賂
を
加
え
る
(
初
)

一一日
H
〉
回
目
は
副
将
の
地
位
に
あ
る

正
月
二
七
日
H
己
岳
巳
は
備
禦
か
ら
(
三
等
?
〉
遊
撃
に
昇
格
す
る

二
月

六
日
U
』

FHEF
は
三
等
遊
撃
か
ら
二
等
遊
撃
に
昇
格
す
る

H
〉円四回

EF
は
副
時
間
に
任
じ
ら
れ
る

- 35ー

八
月
二
五
日

五
月
二
六
日
H
黄
字
捲
が
書
寓
さ
れ
る

九
月

三
日
リ
〉
回
目
は
正
白
旗
の
賛
理
庶
政
、
聴
旗
訴
獄
大
臣
と
な
る
(寅
〉

〉

E
Z
F
は
正
白
旗
の
賛
理
訴
獄
、
行
軍
駐
防
大
臣
と
な
る
(
寅
〉

H
〉
曲
目
は
略
爾
肺
暗
部
討
伐
の
功
績
で
抱
見
躍
を
許
さ
れ
る
(
初
)

三
日
H
〉

mg
は
略
爾
曙
部
討
伐
の
功
績
で
参
時
間
か
ら
副
絡
に
昇
格
す
る
(
貧
〉

H
〉
E
r
3
は
太
租
の
胃
事
件
で
鞭
五
十
の
罪
と
な
る
(
稿
)

三
月
二
九
日
H
〉
含

EF
は

k
r
Z巳
Z
品
2
事
件
で
死
罪
を
擬
さ
れ
て
寛
菟
さ
れ
る
が
、
家
産
半
分
を
浸
牧
さ
れ
る
(
稿
〉

六
月

一
日
H
〉
合

ZF
が
慮
刑
さ
れ
る



660 

天
聴

二
年

八
月

八
日
H
H
〉
回
目
は
弟
の
〉
円
四
回

r
p
。
由
同
回
目
の
子
供
等
と
明
に
逃
亡
を
企
て
失
敗
し
て
、
再
び
来
蹄
し
罪
は
寛
菟

さ
れ
、
奮
来
の
官
職
を
許
さ
れ
る

〉
凹
自
の
逃
亡
事
件
で
ペ

8
5
雅
孫
が
慮
刑
さ
れ
る
(
貸
〉

天
聴

四
年

二
月

一
日

U
K戸
田
自
は
副
将
の
地
位
に
あ
る

天
聴

四
年

月

H
H
〉
窓
口
は
永
卒
攻
略
の
功
績
で
三
等
綿
兵
官
に
昇
る
〈
初
)

天
聴

五
年

H
〉
由
自
は
永
卒
の
功
績
を
追
録
さ
れ
三
等
昂
邦
章
京
と
な
る
(
稿
)

天
聴

五
年

八
月

七
日
U
〉
凹
自
は
左
翼
四
旗
の
綿
兵
官
と
な
る

〈
『
老
楢
』
記
載
の
年
月
日
を
中
心
に
『
八
旗
通
志
初
集
』
列
俸
(
初
)
、
『
清
史
稿
』
列
惇
(
稿
)
、
『
太
宗
貫
録
』
(
質
)
に
依
嬢
)

〉
曲
目
兄
弟
の
経
歴
を
た
ど
る
と
、
彼
等
は
太
租
の
翠
丘
ハ
し
た
老
城
に
近
い
蘇
子
河
流
域
の
木
奇
の
出
身
で
あ
り
、
太
租
は
老
城
を
援
貼
と

- 36-

し
た
頃
に
蘇
子
河
一
帯
を
統
一
し
て
い
た
の
で
、
彼
等
の
来
蹄
は
天
命
建
元
以
前
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
〉

g
g
∞2
F
代
議
問
の
慮
遇
に
不
満

を
持
ち
界
凡
か
ら
逃
亡
し
た
の
は
、
太
租
が
界
凡
を
居
城
と
し
た
天
命
四
年
頃
で
あ
ろ
う
。
彼
等
が
再
び
明
か
ら
来
掃
す
る
と
、
太
租
は

〉
目
白
兄
弟
を
代
善
の
下
か
ら
自
分
の
配
下
に
移
し
て
愛
養
し
、

又
、
彼
等
も
太
組
の
下
で
戦
闘
に
従
事
し
て
功
績
を
あ
げ
た
の
で
〉

g
p

〉円山田

EF
を
副
絡
に
登
用
し
た
。
『
清
史
稿
』
に
は
〉
回
目
、
が
天
命
六
年
の
遼
陽
攻
撃
の
功
績
で
二
等
参
賂
に
、
『
八
旗
逼
志
初
集
』
に
は
遼
東

攻
略
の
功
績
で
遊
撃
の
世
職
を
得
た
と
相
違
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
〉

g
ロ
が
天
命
六
年
頃
に
太
租
配
下
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

(
m
M
)
 

事
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
『
老
捲
』
に
も
天
命
六
年
二
一
月
二
日
に
「
〉
由
自
副
将
」
と
し
て
表
れ
る
。

そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
天
命
一

O
年
八
月
、
或
い
は
一
一
年
五
月
に
さ
の
事
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
〉
凹

g
は
三
等
副
将
の
敷
書
を
得
て

い
る
。
救
書
に
は
一
等
遊
撃
で
あ
っ
た
〉

E
E
F
が
〉
回
目
と
同
様
に
副
絡
に
登
用
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
具
健
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

(お〉

出
H
F
巳
は
天
命
八
年
正
月
二
七
日
に
備
禦
か
ら
遊
撃
に
、
同
年
二
月
六
日
に
三
等
遊
撃
か
ら
教
書
に
あ
る
二
等
遊
撃
に
昇
っ
た
事
が
記
録
さ

(
川
抽
)

れ
て
い
る
。



教
書
で
は
副
将
〉

mg
が
参
絡
に
降
格
し
、

一
等
遊
撃
〉

rr巳
は
一
等
副
将
に
昇
格
し
た
後
に
三
等
副
絡
に
降
格
し
、
二
等
遊
撃
己
岳
巳

は
備
禦
に
降
格
し
て
い
る
。
〉
∞
自
の
降
格
は
、
『
貫
録
』
巻
一
・
天
命
一
一
年
一
二
月
三
日
の
僚
に
、
こ
の
年
一

O
月
の
略
爾
略
征
討
の
功

績
で

一
二
月
に
参
牌
か
ら
副
将
へ
昇
格
し
た
と
あ
る
の
で
、

天
命
一

O
年
八
月
(
或
い
は
二
年
五
月
)
か
ら
一
一
年
一
一
一
月
ま
で
の
わ
ず
か
な

期
間
に
副
将
か
ら
参
絡
に
降
格
さ
せ
ら
れ
た
事
と
な
る
。

〉
∞
自
と
〉
含

Z-
は
即
位
し
た
太
宗
に
も
重
用
さ
れ
、

『貫
録
』
巷
一
・
天
命
一

一
年
九
月
一
日
の
僚
に
、

八
旗
の
固
山
額
員
を
補
佐
し
て
「
出
征
せ
ず
に
園
政
と
獄
訴
を
司
る
一
六
人
の
大
臣
」
の
中
の
正
白
旗
大
臣
と
し
て

〉
印
目

、が
、
「
出
征
し
な
が
ら
獄
訴
を
司
る
一
六
人
の
大
臣
」
の
中
の
正
白
旗
大
臣
と
し
て
〉
含
「
色

、
が
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に

は
二
人
と
も
副
将
で
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

〉円目白

E
F
は
天
聴
元
年
に
太
租
の
由
同
を
勝
手
に
持
ち
去
っ
た
事
を
兄
の

〉
gHM
と

〉

pz-
の
叔
父
の
子
の
〉
H
t
ロ
に
告
設
さ
れ
鞭
五

O

(

お

)

の
罪
を
受
け
た
。
又
、
太
宗
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
事
を
禁
じ
て
い
た
〉
Z
3
2回
r
2
の
息
子
に
〉
仏
国

EF
は
娘
を
縁
組
み
さ
せ
、
更
に
開
島
市

れ
、
天
聴
二
年
三
月
二
九
日
に
死
罪
に
擬
せ
ら
れ
た
が
、

父
と
兄
の
功
績
、
太
租
が
愛
養
し
た
者
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
革
職
と
家
産
の
牢

- 37ー

n
c
v
E
に
射
し
て
〉
宮
巳
と
縁
組
み
す
る
よ
う
に
唆
し
た
事、

〉
]Fm巾
叶
2
t
に
同
行
し
て
〉
宮
巳
の
娘
を
見
に
行
っ
た
事
が
罪
に
問
わ

ば
を
在
牧
す
る
事
で
放
免
さ
れ
た
。
革
験
さ
れ
た
〉

E
E
-
は
太
宗
に
無
断
で
仲
間
と
輿
京
の
近
く
に
捕
魚
に
出
か
け
、
連
れ
戻
し
に
来
た

薩
爾
爵
城
の
烈
巾

8
2
を
射
殺
し
よ
う
と
し
た
事
が
太
宗
に
聞
こ
え
、
太
宗
は
諸
王
と
相
談
し
て
〉

E
Y巳
を
天
聴
二
年
六
月
一
日
に
慮
刑

し
た
。〉

E
E
F
の
慮
刑
に
恐
れ
を
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
『
貫
録
』
巻
四
・
天
聴
三
年
八
月
八
日
の
僚
に
、
〉
目
印
ロ
は
〉

E
Z
-
と
の
母
国

Fの

子
供
を
引
き
連
れ
、
明
の
寧
遠
城
に
逃
亡
を
企
て
、
追
手
に
妻
を
虜
に
さ
れ
た
事
、
明
が
彼
等
を
入
れ
な
か

っ
た
の
で
蒙
古
に
走
っ
た
が
入
れ

ら
れ
ず

再
び
太
宗
の
下
に
来
節
し
た
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
太
宗
は
〉
帥

g
の
罪
を
許
し
、
妻
と
浪
牧
し
た
財
産
を
返
還
し
、
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官
職
も
奮
に
復
し
た
事
、
そ
し
て
〉
由
自
に
逃
亡
を
唆
し
た
ペ

g
cロ
が
慮
刑
さ
れ
た
事
が
見
え
る
。
〉
曲
目
が
太
宗
に
許
さ
れ
た
事
は
確
か

(
お
)

で
、
天
聴
三
年
二
一
月
一
六
日
に
、
〉
目
白
ロ
は
副
終
に
任
命
さ
れ
て
い
る
し
、
天
聴
四
年
二
月
に
は
永
卒
城
攻
略
の
功
績
で
三
等
総
兵
官
に
昇
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っ
て
い
る
。

〉
出
血
ロ
兄
弟
が
太
粗
の
下
に
来
蹄
し
て
以
後
、
太
宗
の
初
年
に
及
ぶ
経
歴
を
た
ど
っ
た
が
、
彼
等
兄
弟
は
慮
遇
を
不
滅
と
し
て
明
に
逃
亡
し

一
六
大
臣
に
登
用
さ
れ
な
が
ら
も
〉
岳

Z-
が
庭
刑
さ
れ
る
と
、
〉
師
自
は
再
度
明
に
逃
亡
を
企
て
、
再
び
来
蹄
し
た
後
に

(
閉
山
)

栄
進
す
る
と
複
雑
な
経
歴
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
等
の
地
位
の
繁
輔
が
救
書
の
「
塗
改
」
と
な
っ
て
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

て
来
蹄
し
た
後
、

繍
い
て
彼
等
の
経
歴
を
敷
書
の
「
塗
改
」
と
照
合
し
な
が
ら
「
黄
字
捲
」
の
書
篤
と
「
塗
改
」
の
年
代
を
検
討
す
る
。

五

「
責
字
槌
」
の
書
官何
と
「
塗
改
」
の
年
代

イ

「
黄
字
捲
」
の
書
潟
年
代

機
加
」
と
あ
っ
て
、
「
責
字
楢
」
が
天
命
一

O
年
八
月
二
五
日
に
霊
園
寓
さ
れ
た
事
を
停
え
て
い
る
。

(
お
)

書
の
末
尾
部
分
に
、

一
方
、
『
奮
楢
』

一
九
七
九
頁
の
正
黄
旗
敷

- 38ー

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
寅
字
楢
」
の
表
紙
に
相
嘗
す
る
第
一
葉
A
面
と
第
二
葉
A
菌
に
は
、
「
天
命
乙
丑
年
八
月
二
五
日
に
教
書
を
輿
え
た

。
間口

-m-u『印
回。
同

c-mFU可釦ロ件同凹
r白
田
口
』
可
曲
目
ロ
ロ
』
釦
ゲ
FU可mwFOH-ロ
ロ
』
ロ
m
m
cロ
σ
c
r巾
一
い

。
ミ引

:2H 

別
ぐう

4骨

同

ヒ田

い
十
刈
八
回
持
活
L
F
汁

と
あ
り
、
天
命
一
一
年
五
月
二
六
日
に
記
し
た
事
を
惇
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
文
言
は
正
黄
旗
の
末
尾
の
「

ωFZ
園
の
切
色
白
血
」
教
書

の
最
終
行
に
、
改
行
さ
れ
ず
に
記
さ
れ
て
い
て
、
全
佳
に
か
か
る
文
言
に
し
て
は
不
自
然
な
場
所
に
あ
る
。
加
え
て
、
「

p
-
m
f
g」
の
一
語

を
「
塗
抹
」
し
書
き
直
し
て
い
る
こ
の
一
行
は
、
前
行
と
書
睡
が
相
違
し
、
「
白
山
可
同
」
の
ロ
に
は
圏
貼
が
附
さ
れ
て
い
て
、
後
年
の
描
入
と

も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
湖
文
老
楢
誇
注
禽
『
老
楢
』
は
、
こ
の
文
言
に
従
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
「
寅
字
槍
」
の
書
寓
年
代
を
天
命
一
一

年
五
月
と
し
て
い
る
。
叉
、
『
老
楢
』
原
本
を
照
合
し
て
摸
詳
し
た
遼
寧
大
翠
本
、
中
華
書
局
本
で
は
『
老
捲
』
原
本
の
タ
イ
ト
ル
に
従
っ
た



ても
、の

天と
命推
一定
ーさ
年れ
のる
記が
録天
と命
剣一
断。
し年
てと
し、(し
る39て
。)い

る

た
だ
、
中
華
書
局
本
で
は
「
天
命
十
年
」
に
「
天
命
十
一
年
の
誤
り
」
と
い
う
注
を
附
し

『
老
橋
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス

ト
「
黄
字
槍
」
に
の
み
「
天
命
乙
丑
年
八
月
」
と
あ
る
事
、
こ
の
文
言
の
あ
る
「
黄
字
楢
」
第

一
、
第
二

葉
に
は
「
寅
一
」
、
「
寅
二
」
の
黄
筆
貼
附
が
あ
り
、
こ
の
葉
が
乾
隆
時
代
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
事
、
「
丙
寅
の
年
五
月
二
十
六

日
に
輿
え
た
」
と
い
う
文
言
は
「
糞
字
槍
」
全
瞳
に
か
か
る
に
し
て
は
不
自
然
な
場
所
に
記
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
「
責
字
捲
」
の
書
寓

は
「
原
槍
」
第
一
、
二
葉
に
従
っ
て
天
命
一

O
年
八
月
と
推
定
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
が
、
「
黄
字
捲
」
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
「
天
命

(ω〉

一
一
年
」
も
無
碍
に
否
定
は
出
来
な
い
。

「
黄
字
捲
」
の
書
鶏
年
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
「
黄
字
橋
」
に
記
載
さ
れ
た
三
九
九
逼
に
及
ぶ
教
室
田
と
敷
書
所
持
者
の
経
歴
を
逐
一
照
合
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
筆
者
は
全
韓
に
わ
た
る
照
合
を
な
し
得
な
い
ま
ま
に
、
前
節
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
〉

gロ
兄
弟
の
教
書
「
塗
改
」
と

「
削
除
」
を
経
歴
と
劃
比
し
て
み
る
。

〉
回
目
兄
弟
の
敷
書
と
経
歴
を
封
比
す
る
前
提
と
し
て
、
〉
凹

g
兄
弟
の
敷
書
が

「
黄
字
楢
」
の
「

-2ゲ
ロ
}
戸
司
令
戸
当
司
自
〉
鑑
賞
旗
」
櫨
般

に
書
か
れ
て
い
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
彼
等
の
敷
書
が
鑑
賞
旗
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
太
組
の
愛
養
を
受
け
た
彼
等

が
太
租
の
支
配
す
る
鐘
責
旗
に
編
成
さ
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
〉
回
目
と
〉
含

EF
が
天
命
一
一
年
九
月
一
日
の
八
旗

- 39-

大
臣
の
任
命
で
共
に
正
白
旗
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
い
る
事
が
示
す
よ
う
に
、
太
宗
朝
に
入
る
と
彼
等
は
天
命
時
代
に
太
宗
の
支
配
下
に
あ
っ
た

正
白
旗
に
所
属
し
た
事
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
彼
等
が
鐘
責
旗
に
編
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
「
責
字
槍
」
が
太
粗
時
代
に
書
寓
さ
れ
た
事
は
確

か
で
あ
る
。

教
書
の
補
訂
に
よ
れ
ば
、
〉
師
同
ロ
が
三
等
副
将
で
一
一
等
参
賂
へ
降
格
す
る
以
前
、
〉
円
同
曲
目
g-
が
一
位
一
寸
遊
撃
で
副
将
へ
昇
格
す
る
以
前
、
出
円

EF
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が
二
等
遊
撃
で
備
禦
に
降
格
す
る
以
前
の
時
代
に
書
寓
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
命
一

O
年
八
月
か
ら
同
一
一
年
五
月
の
聞
の
彼
等
の
官
職

(
H
U
)
 

が
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
〉
由
自
は
天
命
八
年
五
月
七
日
に
〉

mg
副
賂
と
表
わ
れ
て
以
後
、
「
黄
字
槍
」
の
教
書
を
除
い
て
は
『
貫
録
』
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昌
一
寸
に
も
彼
の
名
前
は
見
い
だ
せ
ず
、

〉
印
印
ロ
が
太
粗
朝
で
何
時
ま
で
副
将
で
あ
っ
た
か
、
参
将
へ
の
降
格
が
何
時
行
わ
れ
た
か
と
の
事
は
不
明

で
あ
る

o
E
H
E
F
の
二
等
遊
撃

へ
の
昇
絡
は
天
命
八
年
二
月
六
日
で
あ
る
が
、
備
禦
へ
の
降
格
は
不
明
で
あ
り
、
〉
〈
r
Y
2
の
一
等
遊
撃
就
任

と
副
将
昇
格
の
時
期
も
不
明
で
あ
る
。
即
ち
、
〉

mg
兄
弟
の
経
歴
か
ら
で
は
「
黄
字
檎
」
が
天
命
一

O
年、

一
一
年
の
何
れ
に
書
寓
さ
れ
た

か
を
決
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
更
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
黄
字
楢
」
の
表
紙
に
従
っ
て
、
天
命
一

O
年
八
月

の
書
篤
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

ロ

「
黄
字
捲
」
の
「
塗
改
」
と
「
削
除
」

書
潟
年
の
決
定
が
困
難
で
あ
る
の
に
射
し
て
、
「
塗
改
」
さ
れ
た
年
代
は
検
討
の
齢
地
が
あ
る
。
即
ち
、
〉
回
目
数
書
が
三
等
副
将
か
ら
一

等
参
絡
に
、
〉
門
日
島
田
』
の
「
塗
改
」
に
は
疑
問
も
残
る
が
一
等
遊
撃
か
ら
一
等
副
賂
を
鰹
て
三
等
副
絡
に
降
格
さ
れ
た
後
に
救
書
が
「
削
除
」

- 40一

さ
れ
、

HHF巳
は
二
等
遊
撃
か
ら
備
禦
に
「
塗
改
」
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
「
塗
改
」
は
「
塗
改
」
さ
れ
た
車
語
で
共
通
の
文
字
を
含
む

∞
B
Y
p
p
y
p
r冊
目
ぬ
ロ
司
自
の
「
自
」
の
書
瞳
が
相
違
し
て
い
る
の
で
、
別
人
の
手
に
よ
る
「
塗
改
」
、
即
ち
、
各
々
の
教
書
「
塗
改
」
は

同
一
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
事
が
推
定
さ
れ
る
。

教
書
の
「
塗
改
」
と
「
削
除
」
を
彼
等
の
経
歴
と
照
合
す
る
と
、
〉
師
自
教
書
に
見
い
だ
せ
る
副
持
か
ら
参
持
へ
の
降
格
を
示
す
「
塗
改
」

は
、
彼
が
天
命
一
一
年
一
一
一
月
三
日
に
太
宗
の
手
で
参
賂
か
ら
副
絡
に
昇
格
さ
れ
た
以
前
で
あ
る
。
『
貫
録
』
で
は
、
太
租
は
天
命
一
一
年
八

月
一
一
日
に
浸
し
、
九
月
一
日
に
太
宗
は
即
位
し
、
即
位
と
共
に
内
政
改
革
を
行
い
、
そ
の
一
環
と
し
て
九
月
三
日
に
〉
凹
自
と
〉
含

ZF

の
正
白
旗
大
臣
へ
の
任
命
を
行
う
。

一
O
月一

O
日
に
曙
爾
略
討
伐
軍
が
出
獲
し
〉
窓
口
は
こ
れ
に
参
加
し
、

そ
の
功
績
で
一
一
一
月
三
日
に
参

勝
か
ら
副
絡
に
昇
っ
て
い
る
。
即
ち
、
太
租
混
後
に
〉
回
目
が
副
将
か
ら
参
将
に
降
格
す
る
暇
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
〉
目
印
ロ
の
参
特
降

格
は
救
書
官
が
書
寓
さ
れ
た
天
命
一

O
年
八
月
(
或
い
は
二
年
五
月
〉
か
ら
太
粗
が
注
す
る
ま
で
の
時
期
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

〉
内
凶
同
『
回
目
の
遊
撃
か
ら
副
将
へ
の
昇
格
に
伴
う
「
塗
改
」
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
太
宗
が
〉
仏
田
宮
山
を
正
白
旗
大
臣
に
任
命
し
た
時
、
遊



胸
単
身
分
の
ま
ま
で
任
命
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
副
瞬
間
に
昇
格
し
て
任
命
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
正
白
旗
大
臣
と
な
っ
た
〉
仏
国
-Y
包

は

天
聴
元
年
に
太
租
の
胃
を
持
ち
去
っ
た
事
件
で
鞭
五
十
の
罪
を
受
け
、
翌
二
年
三
月
二
九
日
に
死
罪
に
擬
せ
ら
れ
な
が
ら
寛
免
さ
れ
、
同
年
六

月
一
日
に
は
慮
刑
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
経
過
の
中
で
一
等
副
持
か
ら
三
等
副
賂
へ
の
降
格
と
教
室
田
の
「
削
除
」
が
行
わ
れ
た
と
推
定
し
得
る
。

な
お
、
担
任
色
の
遊
撃
か
ら
備
禦
へ
の
「
塗
改
」
は
兄
弟
で
あ
る
〉

mgw
〉円四回

EF
の
降
格
に
絡
む
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
〉
E
ロ
兄
弟
の
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
教
室
自
の
「
塗
改
」
は
天
命
末
年
か
ら
天
聴
二
年
六
月
に
起
き
た
事
件
を
反
映
し
て
い

る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、
〉
回
目
が
天
聴
三
年
八
月
八
日
に
、
弟
の
〉
円
四
印

Z
F
と
の
同
EF
の
子
供
を
連
れ
て
間
切
に
逃
亡
を
企
て
、
失

敗
し
て
再
度
来
鯖
し
た
事
件
を
も
反
映
し
た
「
塗
改
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
即
ち
、
『
貫
録
』
巻
四
・
天
聴
三
年
八
月
八
日
に
は
、
〉

m
E
と
逃

亡
を
共
謀
し
た
J

へg
c
u
雅
孫
に
つ
い
て
「
雅
孫
は
太
租
の
寵
愛
を
受
け
て
抜
擢
さ
れ
、
太
租
の
生
前
は
太
租
に
殉
死
す
る
と
言
っ
て
い
な
が

ら
殉
死
せ
ず
、
葬
儀
で
も
不
謹
慎
で
あ
っ
た
。
加
え
て
逃
亡
を
企
て
た
」
と
い
う
理
由
で
ペ
g
cロ
を
慮
刑
し
た
事
が
見
え
る
。
こ
の
ペ
回
目
ロ
ロ

の
鹿
刑
の
結
果
が
、
既
に
第
三
節
で
引
用
し
た
「
資
字
檎
」
第
七
業
A
面
第
六
行
に
あ
る

JF閉
口
口
数
書
の
「
削
除
」
と
な
っ
て
表
れ
た
も
の

- 41ー

と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
「
黄
字
楢
」
の
表
紙
部
分
及
び
鑑
賞
旗
部
分
に
警
か
れ
た
〉
印
自
兄
弟
と
こ
れ
に
関
連
す
る

J
F
Eロ
教
室
一
回
の
「
塗
改
」
と
「
削

除
」
の
検
討
の
結
果
、
「
実
字
捲
」
は
天
命
一

O
年、

一
一
年
の
聞
に
書
官
局
さ
れ
、
そ
の
直
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
「
塗
改
」
と
「
削
除
」
は
天

聴
三
年
八
月
ま
で
経
繍
し
て
行
わ
れ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

『老
檎
』
が
天
命

一
一
年
五
月
の
楢
珊
と
し
て
い
る
「
黄
字
槍
」
は
、
天
命

一
O
年
八
月
に
書
寓
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
槍
加
に
、
そ
れ
以

後
、
天
聴
コ
一
年
八
月
に
及
ぶ
聞
に
加
え
ら
れ
た
「
塗
改
」
と
「
削
除
」
の
結
果
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
天
命
一

一
年
五
月
で
は
な
く
天
聴
三
年

八
月
の
教
書
所
有
者
の
紋
況
を
記
録
し
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

665 
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終

り

tこ

わ

「
原
捲
」
を
照
合
し
な
が
ら
、
『
老
檎
』
と
「
寅
字
楢
」
の
閥
係
を
検
討
し
た
が
、
本
稿
が
針
象
と
し
た
の
は
「
黄
字
楢
」
の
極
め
て
一
部
分

で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
「
黄
字
楢
」

全
陸
に
嘗
て
は
め
る
事
は
出
来
ず
、
今
後
に
様
々
な
角
度
か
ら
の
検
討
を
繍
け
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、

「
塗
改
」
と
「
削
除
」
を
経
た
結
果
と
し
て
の
「
寅
字
檎
」
は
、
『
老
捲
』
本
文
中
に
あ
る
「
天
命
十
一
年
五
月
二
十
六
日
に
興
え
た
。
」
に
従

っ
て
、
天
命
一
一
年
五
月
の
記
録
と
す
る
事
は
出
来
ず
、
天
聴
三
年
八
月
に
及
ぶ
記
録
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。

僅
か
三
年
齢
り
の
年
代
の
相
違
で
は
あ
る
が
、
こ
の
聞
に
太
租
朝
か
ら
太
宗
朝
へ
移
行
し
た
政
治
的
輔
換
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
相
違

は
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
聞
の
旗
人
の
地
位
の
愛
動
、

と
り
わ
け
総
兵
官
な
ど
の
高
官
の
救
書
「
削
除
」
、
官
職
の
剥
奪
に
は
注
目
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
即
ち
、
天
命
朝
の
救
書
授
興
の
例
と
し
て
引
用
し
た
∞

5
B
の
場
合
、
彼
は
太
租
朝
で
一
等
総
兵
官
、
正
黄
旗
固
山
額
員
の
地
位

に
あ
り
な
が
ら
、
「
黄
字
楢
」
で
は
救
書
が
「
削
除
」
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
∞

5
自
が
閲
諜
を
匠
っ
た
嫌
疑
で
天
聴
三
年
か
ら
牢

(
必
)

に
繋
が
れ
崇
徳
元
年
に
稗
放
さ
れ
た
事
件
が
あ
る
。
太
組
の
叔
母
の
子
供
と
言
う
血
筋
と
太
租
朝
の
活
躍
に
も
拘
ら
ず
、
失
脚
し
た
切

5
B
- 42ー

は
復
権
し
得
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
八
旗
通
志
初
集
』
等
に
も
「
列
惇
」
は
立
て
ら
れ
ず
、
清
朝
官
撲
の
歴
史
書
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
存
在
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
回

5
自
の
抹
殺
は
「
黄
字
槍
」
敷
書
の
「
削
除
」
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

註(
1
)

「
原
槍
」
の
存
在
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
「
原
楢
」
の
調

査
に
基
づ
き
『
老
楢
』
と
「
原
楢
」
の
関
係
に
言
及
す
る
の
は
、
一
柳
田

信
夫
「
琶
湖
洲
楢
と
天
聴
九
年
楢
に
つ
い
て
」
(
東
洋
文
庫
『
書
報
』

一
二
、
一
九
七
一
年
〉
、
「
清
朝
興
起
史
の
研
究
l
『溺
文
老
槍
』
か
ら

『
奮
満
洲
楢
』
へ

l
」
(
『
明
大
人
文
科
拳
研
究
所
報
』
ニ

O
、
一
九
七

九
年
)
、
松
村
潤
「
天
命
朝
の
奏
疏
」
(
『
日
大
史
皐
科
五
十
周
年
記
念

歴
史
皐
論
文
集
』
、
一
九
七
八
年
〉
が
あ
り
、

蓋
間
で
は
康
蔽
・
李
皐

智

「清
太
粗
靭
『
老
湖
文
原
楢
』
輿
『
滴
文
老
楢
』
之
比
較
研
究
」
(
中

園
東
亜
皐
術
計
劃
委
員
合
年
報
四
、
一
九
六
五
年
)
、
陳
捷
先
「
奮
楠

洲
櫓
述
略
」
(
『
嘗
満
洲
楢
』
第

一
般
所
枚
、
一
九
六
九
年
)
が
あ
る
。
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『
嘗
楢
』
の
諜
注
と
し
て
、
庚
旅
・
李
皐
智
『
清
太
租
靭
老
満
文
原

楢
』
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
五
人
、
一
九
七
一
年
)

は
「
原
楢
」
か
ら
「
荒
字
楢
」
と
「
自
民
字
楢
」
の
塗
改
部
分
を
復
元
し

ロ
ー
マ
字
翻
字
と
逐
語
誇
、
全
文
漢
謬
を
行
い
、
園
立
故
宮
博
物
院

『
奮
満
洲
楢
漢
語
』
(
同
院
、
一
九
七
七
年
)
は
『
奮
楢
』
第
六
加
(
「
天
、

歳
、
問
、
陽
、
秋
、
調
字
楢
」
〉
の
ロ
ー
マ
字
翻
字
と
全
文
漢
詩
を
行

っ
て
い
る
。
文
、
乾
隆
朝
に
は
存
在
が
不
明
で
『
老
槍
』
に
編
纂
さ
れ

な
か
っ
た
故
宮
編
曲
恥
「
瀬
附
第
三
加
」
(
『
奮
捲
』
第
九
期
)
は
神
田
、

松
村
、
岡
田
英
弘
『
奮
満
洲
楢
天
聴
九
年
』
一
、
二
(
東
洋
文
庫
、

一
九
七
二
年
)
が

?
l
マ
字
翻
字
と
逐
語
謬
、
全
譲
を
行
っ
て
い
る
。

「
原
楢
」
の
存
在
自
鐙
が
知
ら
れ
ず
、
『
老
楢
』
に
編
纂
さ
れ
て
い
な

い
「
崇
徳
三
年
橋
」
の
漢
謬
が
『
崇
徳
三
年
満
文
捲
案
誇
編
』
(
季
、
氷

海
・
劉
景
憲
議
、
遼
漆
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
と
題
し
て
出
版
さ
れ

た
。
又
、
筆
者
は
「
原
楢
」
に
類
す
る
で
あ
ろ
う
天
聴
七
年
、
八
年
、

九
年
、
崇
徳
三
年
以
後
の
槍
加
を
第
一
歴
史
楢
案
館
で
閲
覧
す
る
機
舎

を
得
た
が
、
こ
れ
ら
の
槍
加
と
「
原
槍
」
の
閥
係
は
全
く
不
明
で
あ

る。

(
2
〉
松
村
潤
「
順
治
初
纂
清
太
宗
貫
録
に
つ
い
て
」
(
『
日
大
創
立
七
十
周

年
記
念
論
文
集
』
、
一
九
七
三
年
)
多
照
。
本
稿
は
順
治
本
『
太
宗
貫

録
』
を
引
用
し
、
乾
隆
纂
輯
本
と
は
原
文
、
径
数
が
相
違
す
る
。

(
3
〉
『
奮
満
洲
檎
』
(
圏
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
六
九
年
〉
全
一

O
如
、
総

計
五
=
一
七
人
頁
。

(

4

)

『
満
文
老
楢
』
全
七
燭
(一柳
田
信
夫
等
「
満
文
老
楢
研
究
含
」
謬
注
、

東
洋
文
庫
、
昭
和
三

0
1三
八
年
〉
。
本
稿
で
は
滞
文
老
楢
研
究
舎
誇

注
本
を
『
老
捲
』
と
稽
す
る
。
ま
た
、
『
老
槍
』
の
引
用
は
ロ
ー
マ
字

の
掲
載
頁
に
針
臆

翻
字
、
日
本
語
謬
共
に
同
書
に
基
づ
き
、
『
老
捲
』

す
る
『
奮
播
』
の
掲
載
頁
を
併
記
し
た
。

中
園
で
は
先
に
盛
京
崇
諜
閣
所
磁
『
瀬
文
老
楢
』
を
底
本
に
太
組
朝

部
介
を
漢
詩
し
た
『
重
謬
浦
文
老
楢
』
一
一
一
加
(
遼
寧
大
曲
学
歴
史
系
、
一

九
七
八
年
)
、
及
び
、
中
園
歴
史
第
一
櫨
案
館
所
磁
の
一
音
潟
本
、
照
潟

本
を
底
本
に
漢
詩
し
た
『
減
文
老
檎
』
上
下
(
中
園
歴
史
第
一
檎
案

館
・
中
園
杜
曾
科
事
院
歴
史
研
究
所
誇
注
、
中
華
書
局
、
一
九
九

O

年
〉
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)

「
賞
字
補
」
の
表
紙
に
は
「
故
宮
博
物
院
文
献
館
/
浦
字

3
」
の
ラ

ベ
ル
が
あ
る
。

(
6
)

無
圏
黙
漏
文
「
黄
字
稽
」
で
は
、

o
と
u
と
司
、

s
と
語
、

k
と

g

と
h
の
医
別
が
有
圏
黙
満
文
『
老
楢
』
と
相
違
し
、
間
口
訟
を
間

O
F

m
g
p
mロ
留
の
匿
別
な
く
表
記
し
て
い
る
。
又
、
『
老
楢
』

P
号
自
聞

が

「
原
槍
」

p
y
p
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
な
綴
字
表
記
の
相
違
も
多
い
。

無
圏
貼
溺
文
の
ロ
ー
マ
字
柏
崎
寓
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
事
、
本
稿
で

は
表
記
法
の
相
違
に
よ
る
書
潟
年
代
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
事
か

ら
、
間
早
語
表
記
の
相
違
と
有
箇
貼

u
を
-u
と
表
記
し
て
い
る
場
合
は
"u

で
表
し
た
外
は
『
老
槍
』
の
ロ
ー
マ
字
勝
潟
法
に
従
っ
た
。

(
7
〉
遼
寧
大
準
本
『
術
文
老
槍
』
第
三
分
茄
一
五
三
頁
j
一
八
一
頁
、
中

華
書
局
本
『
減
文
老
楢
』
上
六
五
一
一
良
j
六
九
二
頁
が
針
臨
山
手
J

る。

(
8
)

『
奮
楼
』

HM-
S包
。
こ
の
頁
は
『
老
楢
』
に
は
書
骨
局
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
「
命
』
0
7
0
-
L
S
四
回
。
」
の
「
。
τ
7
0
」
の
上
部
に
「
O

芯
ロ
」
が
、

「仏
g
m児
」
の
左
下
に
「
回
芯
ご
」
(
こ
の
「
塗
抹
」

は

『
奮
檎
』
に
影
印

さ
れ
て
い
な
い
)
と
剣
讃
で
き
る
語
が
「
塗
抹
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
書
き
誤
り
を
抹
消
し
た
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

-43-
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(
9
〉
『
沓
鳩
』
で
は
刈
然
と
し
な
い
が
、
「
原
楢
」
第
一
葉
と
第
二
葉
の
こ

の
文
言
の
畳
一
同
盟
は
相
違
し
て
い
る
。
即
ち
、
二
度
に
わ
た
り
檎
加
の
タ

イ
ト
ル
を
記
入
し
整
理
し
た
事
を
一
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ

の

年
代
に
つ
い

て
は
後
に
検
討
を
加
え
る
。

(ω
)
第
一
部
分
は
『
醤
楢
』
第
四

加

害
・
5
SJ
MONO
で
あ
り
、
第
二

部
分
は

3
・
8
N
H
J
N
0
8
で
あ
る
。

(
U
〉
間
口需

ω-g
の
来
蹄
は

『
老
楢
』
司
-S
H
『荷歯槽』

「牧
{子
楢
」
唱
-H由
HN

に
見
え
る
。

(ロ
〉

「
天
命
十
一
年
殺
害
」

に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
阿
南
惟
敬
「
清
初

ニ

ル
額
民
考
」
(
『
清
初
軍
事
史
論
考
』
甲
陽
書
房
、
一
九
八

O
年
〉
で
あ

り
、
首
時
の
武
官
の
構
成
を
問
題
と
す
る
氏
は
、
『
老
播
』
で
-
一
ル
額

岡
県
の
放
と
八
旗
の
旗
色
を
俊
討
さ
れ
た
。

(
日
)

『
老
楢
』

司
・甲田由

『
醤
檎
』

Hysg。
な
お
、
こ
の
文
言
は
個
人
数
書

に
は
書
い
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
賞
字
指
」
で
は
鍛
資
旗
放

書
の
冒
頭
に
あ
る
だ
け
で
残
り
は
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。

(U
)

『
老
櫨
』

司
・
5
0
0
『荷闘機』

司・

5
句
。

(日
)
旗
色
を
表
示
す
る
文
言
は

官
-巴
g
z
r
cro鑓

同Y
H
也
君
主
一

z
g
d司
a
g
m口
明
白
一
正
黄
旗

司・

5
8
m
P
E
P
-四
日
吉
ロ
ご
刷
ロ

E
念
口
問
印命
日
正
紅
旗
の
捲
皿
山

同y
s
g
E
σ
E
r
r
-m宮
口
開
口
凹包
含
ロ
四
日
巾
一
一
敏
紅
旗
の

楢
加

¥

E
E
Z
P一回
一
宮
口
四
回
包
含
コ

mお
に
鑓
紅
旗
の
檎
茄

司
-
H
U

ミ

rzz
z
r
s
E
一
鑓
墜

同Y
N
0
0
ω
m
E-
E
F
B
Eロ
日
正
藍

司
-Ngu
四
ZE
U
ロ
m
m
-
3ロ
間
口
百
円
正
白
旗
の

と
あ
り
、
銀
白
旗
の
旗
色
表
示
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
上
記
の
よ
う
に

旗
色
表
示
の
文
言
は
不
統

一
で
あ
り
、
「

r
c
E
Z」
と
「

rロゲ己
7
0
」
の

表
記
が
入
り
混
じ
り
、
「
『
c
k
q
g
関口

g
-合
コ
回
目
。
」
は
相
違
す
る
書

位
、
四
重
鈷
と
二
重
貼
の
相
違
す
る
旬
結
で
二
度
審
か
れ
て
い
る
。

又
、
「
悶
E
E
Z
司ミ
E
四国
留

一」

の
表
示
の
み
が
、
正
賞
旗
が
始
ま

る
前
業
の
末
行
に
大
き
な
文
字
で
記
さ
れ
て
い
て
、
旗
色
表
示
は
全
て

別
人
の
手
の
「
加
筆
」
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
加
筆
」
の
時
代
、
葉

順
の
錯
飢
か
ら
生
じ
る
旗
色
の
順
序
、
他
旗
の
放
書
の
混
在
の
可
能

性
、
旗
色
表
示
の
な
い
鎚
白
旗
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

官
職
順
か
ら
推
定
で
き
る
『
奮
闘
畑
』
司
-
N
0
5
に

「
塗
抹
」
さ
れ
て
い

る
コ
ニ
等
副
将

吋
三
世

救
書
」
か
ら
鍍
白
旗
が
始
ま
る
の
か
、
な
ど

は
今
後
に
検
討
し
た
い
。

な
お
、
『
老
楢
』

記
載
の
旗
色
の
混
飢
の
可

能
性
は
阿
南
惟
敬
氏
(
註
ロ
論
文
)
が
言
及
し
て
い
る
。

(日
〉

「寒
{
子
楢
」
は
『
老
楢
』

明者
・沼印
J
由
臼
『
沓
檎
』

問者

-g
gl
g
a、

「調
字
檎
」
後
宇
部
は
『
老
繕
』

目
当
・
£
HJ
品印叶

『留
指』

3
・
8
5
1

8
E。
松
村
澗

「
寒
字
悩
漢
詩
救
世
一日
」
(
『
内
陸
ア
シ
ア
史
研
究
』
二

鋭
、
一
九
八
五
年
〉

は
『
老
指
』
が
天
命
九
年
六
月
と
す
る

「
寒
字

指
」
は
天
命
四
年
頃
の
も
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。

(げ
)
『
老
楢
』
司
・
斗
宮
『
諸
国捲』

-Y
H品
NH。

(凶
〉
『
老
楢
』

司
・戸
∞

『
蛮
楢
』

3
・
区

8
1
E
色
。

(
ω

)

『
老
楢
』

唱・

3
品
『
沓
儲
』

甘

-zg。

(却
)
松
村
淵

「崇
徳
元
年
の
瀬
文
木
牌
に
つ
い
て
」
(
「
日
大
人
文
科
察
研

究
所
紀
要
」

一
三
、

一
九
七
一
年
)
、
一
柳
田
信
夫

『
悶
設
中
園
の
歴
史』

第
八
巻

(
講
談
社
、

一
九
七
四
年
)
。
「原
機
」
の
用
紙
に
つ

い
て
は
松

村
潤
氏
ハ
-註
1
論
文
)
が
言
及
し
て
い
る。
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ハ
幻
〉
太
宗
が
無
圏
貼
満
文
に
圏
黙
を
加
え
さ
せ
た
『
貫
録
』
巻
九
・
天
聴

六
年
三
月
一
日
の
僚
に
、
「
無
圏
貼
尚
文
は
、
意
味
の
あ
る
文
は
よ
い
が

人
名
や
地
名
は
讃
み
取
れ
ず
誤
り
が
多
い
」
と
あ
る
。
太
宗
朝
で
も
無

圏
貼
減
交
の
固
有
名
詞
の
剣
讃
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
も
「
削

除
」
さ
れ
た
人
名
の
比
定
は
『
老
楢
』
を
参
照
し
て
推
定
し
て
い
る
。

(

n

)

『
奮
櫨
』
同
頁
は
「
黄
字
楢
」
第
七
業
A
面
で
『
老
檎
』
司
・

5
2
6

行
J
司・

5
8
5
行
に
針
臨
隠
す
る
。

(
お
)
こ
の
部
分
の
塗
改
は
「
黄
字
機
」
で
も
塗
抹
さ
れ
た
元
の
人
名
の
剣

讃
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

(
M
〉
』
曲
O
L
O

は
『
老
楢
』
℃
・
∞
ロ
『
奮
檎
』
日
u

・
5
8、
『
老
楢
』
司
・
∞
怠
『
奮

捲
』
匂
・

5
退
、
『
老
槍
』
唱
・

8ω
『
嘗
捲
』
司
-
N
H
2

に
あ
る
。

(
お
)
『
奮
檎
』
司
・
巴

8
3
1
4
行
『
老
檎
』
唱
・
5
0
0
0

な
お
、
「
毛
色
叫
」

の
「
塗
抹
」
は
書
き
誤
り
の
訂
正
で
あ
ろ
う
。

(
お
〉
『
奮
楢
』
司
・
呂
田
H

口
l
u
行
。
全
文
が
削
除
さ
れ
『
老
稽
』
に
は
な

〈
幻
)
『
嘗
楢
』
司
・

5
2
日
行

l-u・呂田
N

2
行
『
老
楢
』
司
・

5
3。

(
お
)
〉
仏
白
7
3
教
書
で
「
E
三
百
円
四
F
C
E
n
-
-お
じ

P
3ロ
」
の
「

cz

百円四
F」
を
塗
改
し
て
「
宏
巳
』
O
H
m
-
」
と
し
た
事
は
、
単
に
コ
gnF

』

2mF」
を
「
E
E
百
円
四
回
」
と
書
き
違
え
て
塗
抹
し
た
単
純
な
誤
り
の

訂
正
で
、
〉
《

VZ-
が
一
樟
一
寸副
賂
に
任
命
さ
れ
た
事
が
な
い
可
能
性
も

あ
る
。

(
m
m
)

『
八
旗
通
士
山
初
集
』
巻
一
六
五
「
阿
山
停
」
を
始
め
多
数
あ
る
。
そ

の
中
で
『
清
史
稿
』
巻
二
二
七
「
阿
山
停
」
は
民
園
の
編
纂
だ
け
に
、

か
え
っ
て
彼
等
兄
弟
の
浮
沈
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

(
鈎
〉
『
老
楢
』
太
宗
朝
司
・

5
印
『
嘗
惜
EMU-N∞
担
。
『
嘗
捲
』
は
塗
改
さ
れ

て
い
る
が
、
論
旨
の
愛
更
は
な
い
。

(
幻
〉
『
老
櫨
』
太
宗
朝
司
-
H
N
∞
『
嘗
繍
』
司
-
M
∞
戸
。
『
醤
楢
』
の
〉
含

EF

断
罪
の
部
分
は
塗
改
が
多
い
が
、
「
原
繕
」
で
も
元
の
文
言
を
剣
讃
し

得
な
か
っ
た
。

(
飽
)
『
老
楢
』
匂
・ιω吋『
嘗
楢
』
同

ygH。

(
お
〉
『
老
槍
』
目

y
g由
『
奮
楢
』
同
v
・
5
目
。

(
引
品
)
『
老
楢
』
唱
・
詮
叶
『
嘗
楢
』
司
・
5
80

(
お
)
『
清
史
稿
』
は
、
「
由
同
事
件
」
を
天
聴
元
年
と
し
、
『
老
槍
』
で
は
次

の
〉
σ
E
Z
ω
r
2
事
件
と
共
に
記
し
て
い
る
が
、
一
連
の
事
件
で
あ

ろ
う
。

(
お
〉
『
老
楢
』
太
宗
靭
匂

-
NN
『
欝
槍
』
司

-N坦念
。
『
嘗
檎
』
の
〉

g
ロ
の

記
事
は
「
加
筆
」
さ
れ
て
い
る
。

(
初
出
〉
こ
の
後
の
〉
留
ロ
に
つ
い
て
、
『
清
史
稿
』
に
彼
が
太
宗
時
代
「
し

ば
し
ば
事
に
座
し
て
論
じ
ら
れ
で
も
許
さ
れ
た
」
し
、
順
治
三
年
に
は

「
亙
者
の
言
を
妄
聴
す
る
事
に
座
し
て
」
官
職
と
世
職
を
奪
わ
れ
な
が

ら
も
再
び
復
権
し
た
事
が
見
え
る
。

(
お
)
『
老
楢
』
司
・
5
5
『
奮
楢
』
司
・

5
吋由
。

(

m

却
)
中
華
書
局
本
六
五
一
頁
に
「
第
九
函
/
太
田
組
皇
一
帝
/
天
命
十
年
至
天

命
十
一
年
八
月
/
第
六
十
七
珊
天
命
十
年
」
と
あ
り
、
「
責
字
構
」
に

嘗
た
る
第
六
七

1
第
七

omは
全
て
天
命
十
年
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
「
天
命
十
年
」
に
「
記
事
の
内
容
か
ら
天
命
十
年
は
天
命
十
一
年

の
諜
り
」
と
在
を
加
え
て
い
る
が
、
根
援
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
正

賞
旗
繕
般
の
「
丙
寅
の
年
五
月
二
十
六
日
に
輿
え
た
」
と
の
文
言
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(ω)
天
命
八
年
に
入
旗
全
世
の
「
有
職
の
者
に
賞
す
る
記
録
」
が
各
旗
に
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備
え
ら
れ
た
事
か
ら
す
る
と
、
「
資
字
機
」
は
各
旗
が
そ
れ
ぞ
れ
書
寓

し
た
教
書
の
檎
加
を
併
せ
て
一

mmと
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
即
ち
、
正

賀
旗
槍
加
は

「丙
寅
の
年
五
月
に
輿
え
た
」
も
の
で
、
表
紙
部
分
の

「天
命
乙
丑
年
八
月
に
輿
え
た
」
の
は
鎚
古
典
旗
楢
加
で
あ
る
事
も
考
え

ら
れ
る
。

(
H
U
)

『
老
楢
』

司・斗印町

『
欝
稽
』

匂
-
E句
。

(
州
出
〉

切

EE
ロ
敷
蓄
は

『
奮
槍
』
問
者
・
呂田∞

1
5
8
に
あ
り
、
全
文
が
制

除
さ
れ
て
い
る
。
『
奏
疏
稿』

天
聴
六
年
九
月
の
李
棲
風
の
上
奏
(
『
天

聴
朝
臣
工
奏
議
』
巻
上
「
李
棲
風
蜜
進
忠
言
奏
」
)
に
、
布
三
は
遼
陽

奪
取
の
第
一
の
功
臣
で
あ
り
、
太
租
は
布
三
に

「線
兵
の
世
間
宮
と
、
永

く
革
職
せ
ず
死
罪
を
菟
除
す
る
」
権
利
を
輿
え
た
が
、
今
は
反
逆
の
嫌

疑
で
革
職
、
監
禁
さ
れ
て
い
る
事
を
俸
え
て
い

る
。
な
お
、
回

E
gロ

救
蓄
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

附
記
一
九
八
三
年
か
ら
「
原
槍
」
の
照
合
を
行
っ
た
が
、
貴
重
な
「
原

槍
」
の
閲
覧
を
快
諾
さ
れ
た
故
宮
博
物
院
副
院
長
の
昌
彼
得
氏
と
文
献

庭
の
諸
氏
、
讃
み
合
わ
せ
に
日
本
大
皐
加
藤
直
人
氏
の
協
力
を
得
た
事

を
記
し
感
謝
の
一
意
を
表
す
る
。
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PRODUCTION AND CIRCULATION OF IRON

　

FARM IMPLEMENTS IN ANCIENT CHINA

Ohkushi Atsuhiro

　　

In this article,l eχamine the state of production and circulation of

iron farm implements in the former imperial era　with　supposing that

there would have been some change between the period from the Warring

States down to Former Han and that from Later Han onward. Then

the conclusion is as follows｡

　　

In the Warring States and the Former Han period, they could not

produce iron farm implements in villages and depended on other regions

entirely for supply of them, because production of them was limited to

regions rich in mineral deposits. On the other hand, since the Later Han

period they came to produce farm implements at the level of general

villages which were not rich in minera】deposits, because of such overall

development of division of labor as the production of ironwares separated

from mining and iron manufacturing in the regions rich in mineral deposits

through the circulationof ingot. This change of the structureof production

and circulationof iron farm implements also had greatinfluence on society

and state control.

MAN WEN YUAN TANG 満文原m AND

　　　

HUANG TZU TANG 黄字橋

　　

－ｅχaminationof its amendment―

HOSOYA Yoshio

　　

ＭαﾀzＷａ£αＱ Tang腸文老槽, which is materials on the history of

the early Ching period,is the compilation of Man Wen Yuan Tang 満

　　　　　　　　　　　　　　　　

－１－



文原槽(ｏｗned by the National Palace Museum at Taipei), which was

published as Ｃ八沁Ｍむz Chou Tangm満洲槽. Many things in this period

are clarifiedthrough Yuan Tang. To ｅχamine Lao Tang, l investigated

Huang Tzu Tang黄字槽，ａ collection of eiehe (rescripts) in Yiian

Tang.

　

As

　

ａ result l pointed out the need to clarify　lateramend-

ments, such as unknown deletions,rewritings, corrections,and so on. To

reexamineＬａｏ Ｔａｎｇwhich records the amendments made to Huang Tzu

Tang, we must restore the original copy of Huang Tzu Tang without

these amendments and clarify the age when it was amended. While l

restored the ejehe about Asan brothers in Huang Tzu Tang supposed to

be the one of the 11th year of T'ienming 天命bｙ£α・Υang and clarified

the process of amending toit,ｌ compared theircareers.　Then the following

becomes clear. Huang Tzu Tang is likely to have been copied in the

8 th month of the 10th year of T'ienming. It is clear that the amendments

made to it reached the 8 th month of the 3 rd year of T'ients'ung 天聴.

The ejehe of Huang Tzu Tang tells the situation of the 3 rd year of

Ｔ゛ients゛ungagainst the accounts o£ｈａｏ　Ｔａｎｇ･

THE STATE AND CASH IN THE EARLY QING PERIOD

　　　　　　　　　　　　　　

Adachi Keiii

　　

When the Ming dynasty adopted the silver finance and gave up the

system of returning cash to the national finance,the confidence to the cash

was lost and the circulationof cash was on the verge of dissolution. The

situationrose that privately minted cash overflowed on the market, and

specificcash was preferred within narrow areas, with unstable fluctuation.

It became clear that cash did not circulate but that low-grade silver,rice,

salt and so on circulatedｅχceptadvanced areas.　During the three hundred

years from the middle Ming period to the middle Qing period, the circula-

tion of cash was ｒｅｅχpandedwhile silver was the　standard of value.

While the cash control by the Qing dynasty was not trusted fully and the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－


